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一

近
世
地
域
社
会
に
お
け
る
秩
序
維
持
策
に
つ
い
て

―The M
easure of Keeping Social O

rder of Com
m

unity in the Early M
odern 

―

近
世
に
お
い
て
地
域
社
会
は
自
権
断
を
保
持
し
、
自
力
解
決
は
制

限
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
も
温
存
さ
れ
て
い
た
。
小
稿
で
は
日
向
国
延

岡
藩
領
を
対
象
に
、
地
域
秩
序
を
乱
し
た
場
合
、
ま
た
乱
す
と
見
な

さ
れ
た
「
徒
者
」
に
対
し
て
、
地
域
社
会
が
ど
の
よ
う
な
方
策
を
取
っ

た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

常
日
頃
か
ら
住
民
相
互
に
よ
る
「
人
品
」
監
察
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
人
品
不
宜
」
者
や
「
徒
者
」
は
、
村
替
え
や
村
か
ら
の
追
放
が
行
わ

れ
た
。
身
内
に
「
徒
者
」
が
い
る
場
合
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
親
類
・

五
人
組
・
村
役
人
た
ち
の
障
り
に
な
る
前
に
、
親
・
親
類
か
ら
勘
当
・

帳
外
れ
の
申
請
が
な
さ
れ
た
。
村
が
主
体
と
な
っ
て
「
徒
者
」
を
村

外
に
追
放
し
た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
治
安
を
乱
し
か
ね
な
い
地

域
外
か
ら
の
往
来
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
宿
泊
を
制
限
す
る
な
ど
厳

し
く
対
処
さ
れ
た
。
藩
は
領
内
で
の
行
き
倒
れ
人
へ
の
処
理
・
埋
葬

法
な
ど
を
細
か
く
定
め
、
後
難
を
蒙
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
。追

放
と
な
っ
た
者
も
悪
事
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
旦
那

寺
か
ら
の
歎
願
と
い
う
形
を
取
っ
て
帰
村
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
場

合
、
領
主
権
力
と
地
域
社
会
の
間
に
位
置
す
る
旦
那
寺
の
存
在
は
き

わ
め
て
大
き
い
。
ま
た
大
赦
も
帰
村
の
口
実
に
利
用
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
「
ム
ラ
社
会
」
は
近
代
以
降
も
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
徒
者 

　
村
追
放 

　
勘
当
・
帳
外
れ 

　
行
き
倒
れ 

　
村
法
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二

は
じ
め
に

近
世
に
お
い
て
、
地
域
社
会
が
紛
争
解
決
の
た
め
に
検
断
権
を
保
持
し
、

自
力
解
決
が
否
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
数
多
く
の
事
例
研
究
が

明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
権
断
の
領
域
に
お
け
る
中
世
と
近
世
の

相
違
は
、
犯
人
を
処
刑
す
る
成
敗
権
と
百
姓
の
武
力
行
使
の
有
無
に
あ
る
と

す
る

（
（
（

。
例
え
ば
村
共
同
体
は
盗
み
・
博
奕
問
題
で
は
独
自
の
裁
判
権
・
警
察

権
を
行
使
し
て
お
り
、
領
主
の
刑
罰
が
村
役
人
の
相
談
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

る
場
合
も
あ
っ
た

（
２
）

。

村
の
検
断
権
の
主
体
は
村
役
人
で
あ
り
、村
の
「
自
治
」
は
村
役
人
の
「
自

治
」
と
い
う
性
格
を
強
く
持
ち
、
村
は
百
姓
に
と
っ
て
国
家
と
は
区
別
さ
れ

た
検
断
権
を
行
使
す
る
共
同
的
な
「
公
」
の
場
で
あ
っ
た

（
（
（

。
ま
た
寺
院
が
村

や
地
域
の
諸
事
件
の
調
停
に
か
か
わ
る
こ
と
は
当
然
の
行
為
と
し
て
受
け
と

め
ら
れ
て
お
り
、
詫
び
の
作
法
の
一
つ
で
あ
る
入
寺
も
、
地
域
社
会
の
営
み

に
不
可
欠
な
規
範
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

（
（
（

。

小
稿
で
は
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
日
向
国
延
岡
藩
領
内
を
対
象

に
、
地
域
秩
序
を
乱
し
た
場
合
、
ま
た
は
乱
す
と
見
な
さ
れ
た
「
徒
（
い
た

ず
ら
）
者
」
に
対
し
て
地
域
社
会
が
ど
の
よ
う
な
方
策
を
取
っ
た
の
か
を
、

地
域
「
内
部
」
お
よ
び
「
外
部
」
の
危
険
因
子
＝
「
徒
者
」
へ
の
対
処
法
を

具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

延
岡
藩
領
は
日
向
国
臼
杵
郡
を
城
附
と
す
る
表
高
七
万
石
の
譜
代
藩
で

あ
る
（
延
享
四
年
以
降
藩
主
は
内
藤
氏
）。
領
域
は
城
附
臼
杵
郡
四
三
カ

村
・
二
万
九
二
〇
三
石
余
の
ほ
か
、
城
附
西
部
の
高
千
穂
郷
一
八
カ
村
・

七
一
二
九
石
余
、
宮
崎
郡
二
一
カ
村
・
二
万
四
六
九
五
石
余
、
豊
後
国
大
分

郡
三
五
カ
村
・
一
万
八
五
石
余
、
速
水
郡
一
六
カ
村
・
二
九
九
六
石
余
、
国

東
郡
三
三
カ
村
・
七
七
〇
三
石
余

（
（
（

か
ら
構
成
さ
れ
る
分
散
型
所
領
で
あ
る
。

な
お
、
使
用
す
る
史
料
は
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵

内
藤
家
文
書
で
あ
る
。

一　

領
主
に
よ
る
治
安
維
持
策

ま
ず
領
主
内
藤
氏
に
よ
る
地
域
社
会
の
治
安
維
持
策
を
み
て
お
こ
う
。
延

享
四
年
に
内
藤
氏
が
奥
州
磐
城
平
か
ら
日
向
延
岡
へ
入
封
し
て
間
も
な
い
寛

延
三
（
一
七
五
〇
）
年
十
二
月
、
飛
地
宮
崎
郡
で
富
吉
村
な
ど
五
カ
村
百
姓

が
、
定
免
制
か
ら
検
見
制
へ
の
切
替
え
を
要
求
し
て
逃
散
を
企
て
た
宮
崎
騒

動
が
起
こ
っ
た

（
（
（

。
騒
動
解
決
直
後
の
翌
四
年
閏
六
月
、
藩
は
宮
崎
郡
に
一
二

人
の
村
廻
役
を
置
い
て
地
方
支
配
の
強
化
を
図
っ
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
太
田
村
　    

　
　
　
大
塚
村      

　
　
源
藤
村

          

祖
右
衛
門      

　  

治
左
衛
門        

戸
佐
右
衛
門

　
　
　
富
吉
村
　
　
　
　
　
　
浮
田
村
　
　
　
　
　
長
嶺
村

　
　
　
　
　
蔵
左
衛
門
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門
　
　
　
　
源
右
衛
門

　
　
　
瓜
生
野
村
之
内
竹
篠  

大
瀬
町
村
　
　
　
　
花
ケ
嶋
町

　
　
　
　
　
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
武
兵
衛
　
　
　
　
　
与
惣
左
衛
門

　
　
　
池
内
村

　
　
　
　
　
久
左
衛
門
　
　
　
〆
拾
人

　
　�

右
之
通
此
度
宮
崎
郡
村
廻
役
被
仰
付
可
然
奉
存
候
、
人
品
年
格
合
并
居
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三

住
之
在
所
共
ニ
得
与
吟
味
仕
申
達
候
、
右
之
外
上
野
町
三
左
衛
門
・
瓜

生
野
村
之
内
千
代
ケ
崎
忠
兵
衛
共
ニ
都
合
村
廻
役
拾
弐
人
之
高
ニ
罷
成

申
候
、
右
之
通
ニ
而
郡
中
御
取
〆
り
行
届
可
申
与
奉
存
候
、
尤
此
度
被

仰
付
候
拾
人
之
者
共
、
前
格
之
通
給
分
赤
米
弐
石
ツ
ヽ
被
下
、
帯
刀
御

免
被
成
候
様
仕
度
奉
存
候

　
一�

右
三
左
衛
門
・
忠
兵
衛
儀
、
村
方
取
〆
り
ニ
茂
相
加
候
間
、
苗
字
御

免
被
下
候
様
ニ
致
度
旨
先
達
而
申
達
置
候
、 

弥
御
聞
届
被
下
候
ハ
ヽ
、

此
度
被
仰
付
候
拾
人
之
者
共
茂
同
様
之
儀
ニ
候
間
、
是
又
不
残
苗
字
御

免
被
成
候
様
仕
度
奉
存
候
、
右
村
廻
役
之
儀
村
々
庄
屋
共

上
ニ
相
立
、

萬
端
取
計
為
仕
候
事
ゆ
へ
委
細
申
達
候
、
以
上

　
　
　
　
閏
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
方

人
格
や
格
合
な
ど
を
厳
し
く
吟
味
し
て
、
太
田
村
祖
右
衛
門
以
下
一
〇
人

に
上
野
町
の
三
左
衛
門
と
瓜
生
野
村
の
忠
兵
衛
を
加
え
て
、
計
一
二
人
を
郡

中
取
締
り
の
た
め
に
村
廻
役
に
取
り
立
て
る
と
い
う
。
郡
方
は
彼
ら
を
苗
字

御
免
・
庄
屋
上
席
と
す
る
待
遇
を
藩
に
上
申
し
て
、そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

村
廻
役
に
は
一
人
に
つ
き
赤
米
二
石
宛
を
給
し
、
平
日
は
「
萬
端
心
付
、

猥
成
義
無
之
様
」
命
じ
、
村
々
に
変
義
が
あ
れ
ば
直
ち
に
宮
崎
代
官
に
通
報

さ
せ
た
。
彼
ら
は
一
月
に
一
度
宛
、
一
人
切
に
書
付
で
村
方
の
様
子
を
延
岡

表
へ
報
告
す
る
な
ど
、
藩
は
か
な
り
入
念
な
治
安
維
持
策
を
講
じ
て
い
た
が
、

四
年
後
に
は
村
々
が
静
謐
に
な
っ
た
と
し
て
、
村
廻
役
の
書
付
は
封
印
の
ま

ま
宮
崎
役
所
へ
提
出
さ
せ
、
代
官
が
幸
便
で
延
岡
へ
届
け
る
よ
う
指
示
さ
れ

て
い
る

（
（
（

。

ま
た
、
宮
崎
代
官
を
事
実
上
補
弼
す
る
大
庄
屋
―
跡
江
組
大
庄
屋
椎
利
兵

衛
・
大
島
組
同
川
越
友
右
衛
門
・
太
田
組
同
猪
八
重
善
左
衛
門
・
瓜
生
野
組

同
後
藤
善
右
衛
門
の
四
人
に
は
、
村
方
静
謐
と
年
貢
皆
済
へ
の
「
骨
折
」
を

賞
し
て
一
人
へ
銭
三
貫
文
を
下
賜
し
た
。
な
か
で
も
椎
利
兵
衛
に
は
、「
萬

端
御
用
向
埒
明
、
組
中
取
扱
茂
無
残
所
差
配
甚
御
調
法
」
を
理
由
に
、
給
米

の
ほ
か
に
毎
年
金
一
両
を
下
し
、他
組
で
の
入
組
み
の
掛
合
い
も
任
せ
て「
表

立
不
申
事
済
」
す
よ
う
に
さ
せ
て
い
る

（
（
（

。

延
岡
藩
の
飛
地
宮
崎
郡
二
四
カ
村
を
支
配
す
る
宮
崎
役
所
は
、
延
岡
城
下

か
ら
赴
任
す
る
宮
崎
代
官
・
宮
崎
勘
定
人
各
二
名
宛
の
ほ
か
、
現
地
取
立
て

の
手
代
と
郷
組
・
郷
組
雇
が
五
～
六
名
、
そ
れ
に
小
侍
・
郷
足
軽
ら
郷
士
の

少
人
数
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め

（
（1
（

、
大
庄
屋
や
庄
屋
た
ち
村
役
人
の
協
力
は

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
宮
崎
郡
の
小
侍
は
貞
享
期
に
は
七
〇
人
を
数
え
た
が

（
（1
（

、

内
藤
氏
入
封
時
に
は
郷
足
軽
六
人
が
引
き
継
が
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
大
瀬

町
村
林
兵
衛
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一�

郡
奉
行
申
達
候
者
、
宮
崎
大
瀬
町
村
林
兵
衛
与
申
者
、
牧
野
様
ニ
者
給

分
被
下
小
侍
ニ
被
仰
付
、
苗
字
刀
御
免
被
成
御
境
目
守
相
勤
候
由
、
当

時
頭
立
罷
在
候
右
村
方
之
義
、
高
鍋
・
佐
土
原
御
領
其
外
御
料
所
入
会

之
場
所
ニ
付
、
内
々
ハ
度
々
入
割
候
義
茂
有
之
候
得
共
、
林
兵
衛
義
兼

而
人
品
宜
慥
成
者
ニ
付
、
村
方
之
者
茂
村
役
人
同
様
ニ
重
シ
、
右
之
者

差
配
相
用
申
候
、
此
度
穂
北
逃
散
百
姓
有
之
節
茂
、
御
近
領
之
事
故

万
一
御
領
分
江
入
込
候
義
難
計
候
ニ
付
、
右
林
兵
衛
義
村
方
固
申
付
候

所
、
先
年
小
侍
相
勤
候
者
故
萬
端
取
計
茂
行
届
、
他
領
ニ
而
者
以
前
之

通
小
侍
与
相
心
得
罷
在
候
付
、
下
知
茂
相
用
申
候
人
品
茂
宜
者
ニ
付
、

此
度
苗
字
刀
御
免
被
成
御
境
目
守
被
仰
付
候
様
ニ
仕
度
旨
、
宮
崎
御
代

官
申
達
候
旨
郡
奉
行
申
聞
候
付
、
各
江
茂
遂
相
談
候
処
申
立
之
趣
無
相

違
茂
相
聞
、
他
領
入
会
之
場
所
ニ
候
得
者
取
〆
之
た
め
御
代
官
申
達
之
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四

通
苗
字
刀
御
免
被
成
、
御
境
目
守
被
仰
付
可
然
与
有
之
ニ
付
、
江
府
へ

申
達
御
前
相
窺
候
処
、
窺
之
通
可
申
付
旨
被
仰
出
候
段
江
府
よ
り
申
来

候
ニ
付
、
左
之
通
申
渡
候
様
郡
奉
行
江
申
渡

　
　
　
　
　
郡
方
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
大
瀬
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
兵
衛

　
　�

此
者
儀
人
品
宜
御
用
向
差
働
相
勤
候
趣
申
達
茂
有
之
ニ
付
、
此
度
苗
　
　
　
　

字
刀
御
免
被
成
、
御
境
目
守
被
仰
付
候
、
猶
又
出
精
相
勤
候
様
可
被
　
　
　
　

申
渡
候

（
（1
（

延
岡
藩
領
宮
崎
郡
が
、
高
鍋
・
佐
土
原
・
飫
肥
各
藩
と
幕
領
の
「
入
会
之

場
所
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、林
兵
衛
は
牧
野
氏
時
代
は
給
分
を
貰
い
苗
字
・

刀
御
免
の
小
侍
で
他
領
と
の
境
目
守
を
勤
め
た
。
村
で
は
入
割
も
あ
っ
た
が

林
兵
衛
は
「
人
品
宜
」
者
で
あ
り
、
村
方
で
は
村
役
人
同
様
に
重
ん
じ
ら

れ
、
必
要
と
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
幕
領
穂
北
村
の
逃
散
事
件
で
は
近
領

で
あ
っ
た
た
め
飛
び
火
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
が
、
先
年
小
侍
を
勤
め
た
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
他
領
で
は
林
兵
衛
を
小
侍
と
認
識
し
、
村
人
た
ち
は
林
兵

衛
の
指
示
に
よ
く
従
い
、
そ
の
た
め
事
な
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ

で
こ
の
林
兵
衛
に
苗
字
・
帯
刀
を
許
し
、
従
来
通
り
境
目
守
を
勤
め
さ
せ
た

い
と
い
う
宮
崎
代
官
の
上
申
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特

に
飛
地
支
配
の
た
め
に
は
大
庄
屋
以
下
の
村
役
人
や
、
村
廻
役
や
小
侍
な
ど

地
域
社
会
に
影
響
力
の
あ
る
者
た
ち
に
苗
字
・
帯
刀
を
許
し
、
給
分
を
付
与

し
て
治
安
維
持
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
飢
饉
な
ど
で
領
民
が
困
窮
し
た
場
合
、
藩
に
は
何
ら
か
の
措

置
＝
「
御
救
い
」
が
求
め
ら
れ
た
。
明
和
七
年
春
、
麦
の
不
作
に
対
す
る
宮

崎
代
官
か
ら
の
「
飢
扶
持
御
貸
」
を
上
申
さ
れ
た
藩
当
局
は
次
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
る
。

一�

右
飢
扶
持
之
儀
此
度
御
代
官
吟
味
之
上
申
聞
候
処
、
先
ツ
七
百
五
拾

俵
御
貸
被
成
候
ハ
ヽ
ケ
成
ニ
相
済
可
申
哉
之
旨
申
聞
候
、
尤
人
数
壱

万
四
千
人
余
之
内
九
千
弐
百
人
余
、
如
何
様
ニ
茂
秋
作
出
来
迄
取
続

兼
候
段
申
聞
候
処
、
飢
扶
持
之
義
日
数
三
十
日
之
内
十
日
分
歟
、
又
ハ

至
而
難
凌
一
村
一
躰
位
ニ
相
願
候
村
方
江
者
十
五
日
分
、
一
日
米
弐
合

内
外
之
積
を
以
相
渡
候
ハ
ヽ
、
右
喰
続
之
内
外
稼
を
以
取
続
候
配
ニ
而
、

猶
又
得
与
吟
味
相
約
申
聞
候
様
具
ニ
指
図
致
遣
、
成
丈
ケ
俵
髙
相
減
候

様
為
相
約
可
申
与
奉
存
候

（
（1
（

（
後
略
）

七
五
〇
俵
を
飢
扶
持
と
し
て
貸
出
す
が
、
人
口
一
万
四
〇
〇
〇
人
余
の
う

ち
九
二
〇
〇
人
余
は
秋
作
ま
で
取
続
き
兼
ね
る
た
め
、
三
〇
日
の
う
ち
一
〇

日
分
か
、
至
極
困
窮
し
一
村
別
に
願
出
た
村
に
は
一
五
日
分
、
一
日
二
合
内

外
を
貸
付
け
れ
ば
食
い
繋
げ
る
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
な
る
だ
け
俵
髙

を
減
じ
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
お
り
、
藩
の
本
音
が
見
え
る
。

し
か
し
領
内
で
疫
病
が
流
行
っ
た
場
合
は
、
藩
と
し
て
は
無
策
で
あ
っ
た
。

宝
暦
十
三
年
春
頃
か
ら
高
千
穂
郷
で
流
行
っ
た
疫
病
に
対
し
て
と
っ
た
藩

の
対
応
は
興
味
深
い

（
（1
（

。

一�

高
千
穂
郡
中
当
春

痢
病
時
花
申
候
処
、
近
頃
ニ
相
成
下
野
村
・
岩
戸
・
　
　

山
裏
・
岩
井
川
当
時
家
別
同
然
取
臥
罷
有
、
山
裏
ニ
而
者
作
付
茂
成
兼
、　

唯
今
迄
七
拾
人
余
病
死
仕
候
由
、
右
之
外
村
々
五
人
拾
人
位
者
郡
中
病

人
御
座
候
而
、
近
頃
次
第
病
人
多
相
成
候
付
、
村
切
之
祈
祷
を
も
仕
候

へ
共
、
日
増
ニ
次
村
へ
押
移
諸
作
手
入
届
兼
可
申
段
、
追
々
内
意
申
達

候
由
、
右
付
夏
方
銀
取
立
ニ
も
甚
相
後
候
へ
共
、
外
致
方
も
無
御
座
候
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五

付
、
随
分
祈
祷
其
外
立
願
等
相
立
候
様
差
図
仕
、
諸
作
荒
不
申
候
様
差

配
之
由
、
右
之
通
郡
中
一
圓
ニ
病
人
多
相
成
候
而
ハ
致
方
も
無
御
座
候

間
、
三
田
井
村
於
十
社
明
神
御
祈
祷
被
仰
付
、
郡
中
村
々
へ
御
守
札
只

今
之
内
被
下
候
ハ
ヽ
百
姓
と
も
難
有
存
入
、
病
気
追
払
候
気
分
ニ
も
罷

成
可
申
候
間
、
御
祈
祷
被
仰
付
候
様
仕
度
旨
御
代
官
申
達
候
、
御
憐
愍

之
趣
申
渡
候
へ
者
夏
方
取
立
等
之
儀
も
致
能
罷
成
可
申
候
間
、
右
之
通

被
仰
付
候
様
仕
度
奉
存
候

高
千
穂
郷
一
八
カ
村
の
う
ち
五
ヶ
瀬
川
岸
北
に
位
置
す
る
下
野
・
岩
戸
・

山
裏
・
岩
井
川
各
村
で
疫
病
が
流
行
り
、
山
裏
村
で
は
作
付
け
も
で
き
な
い

状
況
で
七
〇
余
人
が
病
死
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
村
々
に
も
五
〇
人
程
の
病
人

が
お
り
、
諸
作
の
手
入
れ
も
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
藩
は
、
村
別
の
祈
祷
で
は
効
果
無
し
と
み
て
、
特
別
に
三
田
井
村
の
十
社

明
神

（
（1
（

へ
祈
祷
を
命
じ
て
い
る
。
藩
主
が
代
参
さ
せ
る
神
社
に
祈
祷
を
命
じ
、

そ
の
守
札
を
村
々
に
配
布
す
る
こ
と
で
村
人
た
ち
が
あ
り
が
た
が
り
、「
病

気
追
払
候
気
分
」
に
な
る
と
藩
は
み
て
い
る
が
、
疫
病
に
対
し
て
は
祈
祷
・

守
札
以
外
に
は
な
す
術
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

地
域
社
会
「
内
」
で
の
治
安
維
持
策

（
一
）
犯
罪
解
決
方
法

村
内
で
治
安
が
乱
さ
れ
た
場
合
、
も
し
く
は
乱
さ
れ
よ
う
と
し
た
場
合
、

村
々
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
治
安
回
復
シ
ス
テ

ム
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
村
々
で
起
き
た
傷
害
事
件
へ
の
対
応

を
み
て
み
よ
う
。

宝
暦
九
年
十
一
月
、
城
附
出
北
村
で
起
き
た
傷
害
事
件
の
経
緯
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

一�

郡
奉
行
申
聞
候
者
、
三
瀬
門
弁
差
紋
七
義
、
当
廿
五
日
用
事
ニ
付
出
北

村
江
罷
越
同
夕
方
罷
帰
候
節
、
途
中
ニ
而
出
北
村
吉
三
郎
与
申
者
江
行

会
候
処
、
兼
而
意
趣
意
恨
之
覚
無
御
座
候
処
、
利
不
尽
ニ
取
懸
紋
七
を

道

下
江
突
落
、
伏
居
候
所
を
紋
七
指
居
候
脇
指
ヲ
以
ふ
と
腹
江
突
立

手
を
負
、
危
所
江
中
町
商
人
喜
左
衛
門
与
申
者
通
懸
、
漸
与
引
わ
け
申

候
処
、
親
類
并
近
所
之
者
追
々
欠
付
吉
三
郎
義
者
出
北
村
役
人
江
預
置
、

紋
七
義
者
同
村
親
類
方
江
連
行
養
生
仕
候
、
今
以
紋
七
疵
之
程
難
見
分

旨
、
右
ニ
付
紋
七
子
共
始
親
類
共
吉
三
郎
仕
方
不
届
ニ
付
、
早
速
彼
之

者
方
江
踏
込
存
分
ニ
仕
旨
申
候
得
共
、
御
内
意
茂
申
上
候
上
者
御
下
知

を
請
可
申
候
間
、
夫
迄
者
差
扣
候
様
ニ
申
付
置
候
、
右
紋
七
義
村
方
小

役
茂
仕
候
者
、
右
躰
之
義
ニ
て
ハ
村
方
我
儘
ニ
罷
成
、
取
〆
茂
無
御
座

候
間
、
御
威
光
ヲ
以
御
糺
被
仰
付
被
下
候
様
村
役
人
共
相
願
候
旨
郡
奉

行
申
達
候
、
依
之
各
江
茂
申
談
遂
相
談
候
処
、
村
役
人
共
相
願
候
通
其

分
ニ
被
御
捨
置
候
而
者
村
方
取
〆
之
為
ニ
も
相
成
間
敷
候
間
、
急
度
御

吟
味
被
仰
付
可
然
候
、
併
紋
七
疵
平
癒
無
之
内
ハ
御
糺
茂
相
成
間
敷
候

間
、
其
内
吉
三
郎
義
者
岡
富
牢
舎
被
仰
付
、
紋
七
手
疵
平
癒
之
上
御
吟

味
被
仰
付
可
然
与
有
之
ニ
付
、
其
段
郡
奉
行
江
申
談
吉
三
郎
牢
舎
被
仰

付
候
間
、
郡
方
江
対
談
入
牢
為
致
候
様
町
方
江
申
渡

（
（1
（

十
一
月
二
十
五
日
、
恒
富
村
三
瀬
門
の
弁
指
紋
七
が
用
事
で
出
北
村
へ
赴

き
、
夕
方
帰
る
途
中
に
同
村
の
吉
三
郎
に
絡
ま
れ
、
道
下
に
突
き
落
と
さ
れ

た
上
、
紋
七
が
指
し
て
い
た
脇
差
で
腹
を
刺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

双
方
と
も
面
識
は
な
く
、
吉
三
郎
に
よ
る
一
方
的
な
傷
害
で
あ
っ
た
。
発
見
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六

し
た
中
町
商
人
喜
左
衛
門
が
引
き
分
け
、
親
類
や
近
所
の
者
た
ち
が
駆
け
つ

け
て
、
吉
三
郎
は
出
北
村
役
人
元
へ
拘
束
さ
れ
、
紋
七
は
同
村
の
親
類
宅
で

養
生
さ
せ
た
。
理
不
尽
に
も
傷
害
を
負
わ
さ
れ
た
紋
七
の
子
や
親
類
た
ち
は
、

直
ぐ
さ
ま
吉
三
郎
方
へ
押
し
か
け
報
復
し
よ
う
と
し
た
が
、
ま
ず
藩
へ
報
告

し
て
藩
の
下
知
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
彼
ら
の
言
い
分
は
、
紋
七
は
村
の
小

役
人
（
弁
指
）
を
勤
め
る
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
傷
害
さ
れ
る
よ
う
で
は
「
村

方
我
儘
」
に
な
り
、取
締
り
に
支
障
を
き
た
す
の
で
、藩
の
「
威
光
」
を
も
っ

て
真
相
を
究
明
し
て
く
れ
る
よ
う
村
役
人
た
ち
か
ら
郡
方
へ
申
請
が
あ
っ
た
。

郡
奉
行
か
ら
上
申
さ
れ
た
藩
首
脳
部
は
、
そ
の
ま
ま
捨
て
置
い
て
は
村
方
取

締
り
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
、
紋
七
が
平
癒
す
る
の
を
待
っ
て
糺

明
す
る
こ
と
と
し
、
吉
三
郎
は
そ
れ
ま
で
岡
富
牢
舎
に
処
し
た
。

年
が
明
け
て
二
月
、
紋
七
の
疵
も
漸
く
平
癒
し
た
た
め
、
郡
方
役
所
で
吉

三
郎
の
取
り
調
べ
が
開
始
さ
れ
た
。

一�

（
前
略
）
紋
七
儀
疵
茂
平
癒
致
候
ニ
付
郡
方
ニ
て
吟
味
致
候
所
、
吉
三

郎
申
達
候
者
、
何
之
意
趣
意
恨
茂
無
之
候
得
共
、
至
極
酒
給
酔
前
後
覚

不
申
候
段
申
達
、
紋
七
義
茂
外
ニ
何
之
心
当
り
も
無
御
座
候
得
共
、
右

之
通
之
義
ニ
御
座
候
得
者
、
吉
三
郎
申
達
候
通
酒
故
之
義
与
奉
存
候
旨

申
達
候
、
右
ニ
付
吉
三
郎
義
急
度
被
仰
付
可
然
之
処
、
光
福
寺
・
妙
専

寺

訴
詔
茂
有
之
、
其
上
外
ニ
乱
心
茂
無
之
義
ニ
付
御
用
捨
を
以
村
方

追
払
被
仰
付
、
御
城
下
一
里
四
方
御
構
被
成
、
紋
七
義
油
断
成
ル
致
方

ニ
て
上
之
御
苦
労
ニ
相
成
不
都
束
ニ
付
、
弁
指
役
被
取
上
以
来
相
慎
候

様
被
仰
付
可
然
候
、
且
又
恒
富
村
庄
屋
・
弁
指
共
之
儀
、
紋
七
疵
之
義

ニ
付
御
糺
明
相
願
候
義
取
計
之
致
方
茂
可
有
之
所
不
行
届
不
調
法
ニ
付
、

被
仰
付
方
茂
可
有
之
候
得
共
御
用
捨
を
以
一
通
御
呵
流
被
成
可
然
与
各

遂
相
談
、
左
之
書
付
之
通
申
渡
候
様
郡
奉
行
へ
申
渡
書
付
相
渡
、
出
牢

申
付
候
様
寺
社
奉
行
へ
出
牢
証
文
相
渡
、
右
口
書
等
之
義
委
細
郡
方
ニ

留
有
之
ニ
付
爰
へ
略
ス

（
（1
（

調
べ
に
対
し
て
吉
三
郎
は
、
紋
七
と
は
全
く
面
識
な
く
、
当
然
彼
へ
の
意

趣
遺
恨
も
無
い
こ
と
、
当
時
か
な
り
泥
酔
し
て
お
り
前
後
不
覚
だ
っ
た
と
供

述
し
た
。
紋
七
も
吉
三
郎
か
ら
刺
さ
れ
る
心
当
た
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

郡
方
は
吉
三
郎
の
酔
狂
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
吉
三
郎
は
厳
罰
に
処
さ

れ
る
べ
き
処
で
あ
る
が
、
光
福
寺
・
妙
専
寺
か
ら
罪
を
軽
減
す
る
よ
う
訴
詔

が
な
さ
れ
、
ま
た
乱
心
で
も
な
い
こ
と
か
ら
村
方
か
ら
追
放
し
、
か
つ
城
下

一
里
四
方
へ
の
立
入
り
禁
止
処
分
と
な
っ
た
。被
害
者
で
あ
る
紋
七
に
も「
油

断
」
が
あ
り
、「
上
之
御
苦
労
」
に
な
っ
た
こ
と
は
不
都
束
だ
と
し
て
、
弁

指
役
を
取
上
げ
て
慎
み
を
命
じ
た
。
さ
ら
に
恒
富
村
の
庄
屋
・
弁
指
た
ち
も

紋
七
の
受
け
た
傷
害
に
対
す
る
糺
明
を
藩
に
委
ね
た
こ
と
が
「
不
行
届
・
不

調
法
」
と
さ
れ
た
が
、
今
回
は
免
除
と
な
っ
た
。
実
際
に
吉
三
郎
が
紋
七
を

刺
し
た
の
が
「
酔
狂
」
の
上
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
藩
は
そ
う
断

定
し
て
追
放
処
分
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
村
役
人
た
ち
が
処
分
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
検
断
権
が
剥
奪
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
近
世
村

落
で
は
あ
る
が
、
傷
害
事
件
の
真
相
究
明
を
藩
に
求
め
た
こ
と
自
体
が
咎
め

ら
れ
た
の
で
あ
る

（
（1
（

。

次
に
、
家
族
内
で
殺
人
が
行
わ
れ
た
場
合
、
ど
う
対
処
し
た
か
を
み
て
み

よ
う
。
明
和
八
年
十
一
月
、
宮
崎
郡
生
目
村
百
姓
治
右
衛
門
が
兄
相
助
を
斬

り
殺
し
て
、
自
ら
は
自
殺
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
事
の
次
第
は
宮

崎
役
所
へ
通
報
さ
れ
、
役
所
か
ら
は
勘
定
人
二
名
が
派
遣
さ
れ
た
。
取
り
調

べ
は
兄
弟
の
両
親
・
相
助
妻
・
村
役
人
・
親
類
・
五
人
組
・
隣
家
に
も
及
び
、
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相
助
の
死
骸
は
仮
埋
、
治
右
衛
門
の
死
骸
は
塩
詰
め
さ
れ
て
、
両
親
と
相
助

妻
の
口
書
が
作
成
さ
れ
た
。

一�

私
儀
悴
両
人
御
座
候
、
惣
領
相
助
当
夘
三
十
六
歳
罷
成
、
妻
子
御
座
候

而
別
宅
ニ
為
相
住
候
、
次
男
治
右
衛
門
妻
子
無
御
座
、
私
一
所
ニ
相
暮

罷
在
申
候
処
、
昨
二
日
晩
相
助
方
江
治
右
衛
門
罷
出
、
相
助
右
之
頃

首
ニ
懸
ケ
六
寸
ほ
ど
脇
差
ニ
而
切
付
即
死
仕
、
治
右
衛
門
儀
早
速
罷
帰

り
庭
ニ
而
切
腹
仕
、
疵
之
儀
臍

上
八
寸
程
引
廻
シ
、
ふ
ゑ
三
寸
程
切

候
而
相
果
申
候
、
右
ニ
付
何
そ
訳
茂
有
之
、
右
通
之
儀
ニ
候
哉
段
々
御

尋
被
遊
候
得
共
、
兼
而
不
和
之
様
子
茂
無
之
候
、
治
右
衛
門
義
此
間
少

シ
変
気
之
様
子
相
見
へ
申
候
得
共
、
極
而
乱
心
与
申
程
之
義
無
御
座
候
、

た
ん
く
わ
ニ
而
ケ
様
之
儀
仕
出
シ
申
候
儀
与
奉
存
候
、
平
生
何
そ
心
付

候
儀
茂
無
御
座
候
、
私
儀
茂
七
十
四
歳
ニ
罷
成
、
座
之
中
漸
々
歩
行
仕

候
故
、
何
之
儀
も
存
不
申
、
治
右
衛
門
切
腹
之
砌
茂
存
訳
茂
相
尋
申
候

得
共
、
何
そ
不
申
置
相
果
申
候
儀
ニ
御
座
候
、
右
之
儀
ニ
付
此
上
如
何

様
ニ
被
仰
付
候
共
一
言
之
申
訳
無
御
座
候
、
仍
而
如
件

　
　
　
　
明
和
八
年
夘
十
一
月
三
日
　
　
　
　
生
目
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
郡
平
印
・
同
人
妻

（
（2
（

治
右
衛
門
が
相
助
を
殺
害
し
自
分
も
切
腹
し
た
経
緯
を
生
々
し
く
記
す
が
、

動
機
に
つ
い
て
は
不
明
と
す
る
。
か
ね
て
不
和
の
よ
う
で
も
な
く
、
治
右
衛

門
は
少
し
「
変
気
之
様
子
」
で
は
あ
っ
た
が
「
極
而
乱
心
」
と
い
う
ほ
ど
で

も
な
か
っ
た
と
供
述
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
上
気
し
て
血
迷
っ
た
行
動
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

父
親
郡
平
の
供
述
に
対
し
て
、
藩
は
治
右
衛
門
の
行
為
を
「
乱
心
之
仕

業
」
と
断
定
し
た
。
相
助
の
死
骸
は
埋
葬
さ
せ
る
が
、
治
右
衛
門
の
そ
れ

は
「
最
寄
野
原
江
取
捨
致
」
す
よ
う
命
じ
て
い
る

（
（2
（

。
身
内
の
殺
人
事
件
が
起

こ
っ
た
場
合
、
加
害
者
を
乱
心
扱
い
と
し
て
処
罰
（
こ
の
場
合
は
治
右
衛
門

の
死
骸
の
廃
棄
）
し
て
事
件
を
落
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
お
両
親
と
相
助

妻
は
、
治
右
衛
門
の
異
変
＝
乱
心
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
「
不
念
」
で
と

し
て
一
〇
日
間
の
慎
み
・
叱
り
に
処
さ
れ
た
。

（
二
）
地
域
内
「
徒
者
（
い
た
ず
ら
も
の
）
」
へ
の
対
処
策

地
域
社
会
は
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
持
つ
所
謂
「
徒
者
」
に
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

事
例
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
郡
　
古
城
村
　
善
右
衛
門

　�

此
者
儀
兼
々
人
品
不
宜
、
村
内
聊
之
出
入
も
六
ケ
敷
申
成
腰
押
等
い
た

し
、
自
然
与
小
前
突
合
不
宜
様
成
行
、
自
分
よ
り
村
端
へ
傳
住
い
た
し

居
候
処
、
近
年
又
々
村
中
ヘ
立
戻
居
、
矢
張
同
様
之
人
品
ニ
付
小
前
寄

合
等
之
場
へ
不
罷
出
様
村
役
人
申
付
不
相
用
、
不
筋
之
儀
間
々
申
立
、

尚
又
太
田
組
高
掛
献
納
米
申
含
ニ
付
、
御
勘
定
人
出
役
之
砌
大
塚
村
江

罷
越
、
太
田
村
高
掛
り
献
納
米
相
納
候
段
ニ
無
之
、
御
救
米
相
願
候
様

与
大
塚
村
庄
屋
元
ニ
而
申
触
候
よ
り
申
含
手
間
取
候
処
、
全
此
者
虚
言

ニ
而
人
気
を
迷
し
候
而
巳
な
ら
す
、
兼
而
村
役
人
申
付
を
も
不
相
用
、

不
筋
之
儀
申
立
旁
以
不
都
束
ニ
付
、
御
糺
之
上
急
度
被
仰
付
方
可
有
御

座
候
へ
と
も
、
各
別
之
以
御
憐
愍
御
糺
御
用
捨
被
成
、
此
度
家
族
一
同

上
別
府
村
江
村
替
之
上
、
御
城
内
并
宮
崎
役
所
・
古
城
村
立
入
御
差
留

被
成
可
然
哉
奉
存
候

（
（2
（

以
前
か
ら
「
人
品
不
宜
」、
村
内
で
の
訴
詔
事
も
起
こ
し
て
い
た
古
城
村
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の
善
右
衛
門
は
、
小
前
同
士
の
付
き
合
い
も
で
き
な
く
な
り
村
端
へ
転
住
し

て
い
た
。
近
年
善
右
衛
門
は
再
び
村
中
へ
立
ち
戻
る
が
状
況
は
変
わ
ら
ず
、

村
役
人
ら
は
善
右
衛
門
に
小
前
寄
合
の
場
へ
出
な
い
よ
う
命
じ
た
も
の
の
従

わ
ず
、
高
掛
献
納
米
に
関
し
て
虚
言
で
周
囲
を
迷
わ
す
な
ど
し
た
た
め
、
家

族
一
同
川
向
か
い
の
上
別
府
村
へ
村
替
え
に
処
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

問
題
を
起
こ
す
危
険
人
物
を
、
家
族
と
も
ど
も
川
を
隔
て
た
他
村
に
移
す
こ

と
で
、
古
城
村
の
治
安
維
持
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

事
例
②

こ
れ
は
「
徒
者
」
を
抱
え
る
伯
父
が
甥
の
勘
当
・
帳
外
れ
を
願
出
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
御
代
官
所

　
　
申
正
月
十
三
日
訴
　
　
　
　
　
日
向
国
宮
崎
郡
細
江
村

　
一
勘
当
帳
外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
兵
衛
甥
　
無
高
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
右
衛
門
　
申
三
拾
才

　�

右
之
者
両
親
共
相
果
、
伯
父
惣
兵
衛
方
江
引
取
世
話
仕
罷
在
候
処
、
平

日
大
酒
を
好
農
業
を
嫌
ひ
身
持
不
持
ニ
付
、伯
父
惣
兵
衛
者
勿
論
親
類
・

組
合
・
村
役
人
共
度
々
異
見
差
加
候
得
共
不
相
用
、
此
上
何
様
之
儀
仕

出
候
程
茂
難
計
候
間
、
勘
当
帳
外
被
仰
付
度
旨
伯
父
惣
兵
衛
并
親
類
・

組
合
・
村
役
人
一
同
申
立
候
、
願
之
通
可
申
付
候
哉
奉
伺
候
、
以
上

（
（2
（

宮
崎
郡
細
江
村
の
惣
兵
衛
か
ら
宮
崎
役
所
に
提
出
さ
れ
た
覚
書
で
あ
る
が
、

重
右
衛
門
は
両
親
が
亡
く
な
っ
た
た
め
伯
父
惣
兵
衛
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た

が
、
平
日
大
酒
を
呑
み
、
農
作
業
を
嫌
っ
て
「
身
持
不
持
」
で
あ
っ
た
た
め
、

惣
兵
衛
を
は
じ
め
親
類
・
五
人
組
・
村
役
人
た
ち
が
異
見
し
て
も
用
い
な

か
っ
た
。
こ
の
上
ど
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
か
計
り
難
か
っ
た
た
め
、

惣
兵
衛
た
ち
一
同
で
重
右
衛
門
の
勘
当
・
帳
外
れ
を
役
所
に
願
出
た
の
で
あ

る
。
世
話
を
し
て
い
る
惣
兵
衛
は
も
と
よ
り
、
親
類
・
五
人
組
・
村
役
人
一

同
で
重
右
衛
門
と
い
う
「
徒
人
」
を
村
社
会
か
ら
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

事
例
③

こ
れ
は
自
身
の
悴
を
村
追
放
を
願
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事

一�

私
悴
権
左
衛
門
、
当
子
三
十
四
歳
罷
成
候
処
、
兼
而
人
品
不
宜
不
行
跡

者
ニ
御
座
候
付
、
度
々
異
見
仕
候
得
共
相
用
不
申
候
ニ
付
、
親
類
・
五

人
組
之
者
共
者
不
及
申
上
、
村
役
人
迄
茂
異
見
相
成
候
得
共
、
一
円
ニ

相
用
不
申
通
、
不
行
跡
相
募
申
候
而
親
類
・
五
人
組
之
者
共
難
及
了
簡

御
座
候
付
、
村
方
追
払
仕
度
奉
存
候
、
右
躰
之
も
の
ニ
御
座
候
得
者
、

御
他
領
ニ
て
悪
事
仕
候
儀
も
難
計
奉
存
候
間
、
村
方
御
帳
面
御
除
被
下

候
様
奉
願
上
候
、
万
一
此
已
後
村
方
江
立
帰
申
候
ハ
ヽ
捕
置
、
御
注
進

可
申
上
候
間
、
右
奉
願
上
候
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
親
類
・
五
人
組
・

村
役
人
迄
難
有
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
明
和
五
子
年
五
月

　
　
　
　
　
　
宮
崎
郡
下
北
方
村
役
人
　
権
左
衛
門
親
　
覚
助
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
親
類
　
　
権
六
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

   

　
　
　
　
　
　  

丈
右
衛
門
印

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　               

庄
七
　
　
印

               

　
　
　
　
　
　
　   

同
村
五
人
組
　
又
兵
衛
　
印

            

　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
右
衛
門
印

   

　
　
　
　               

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
印
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鉄
之
助
　
印

　 

　  

　
　
　
　
　               

同
村
年
寄
　
　
初
右
衛
門
印

 
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　               

　
織
右
衛
門
印

   
　
　
　              

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
庄
三
郎
　
印      

　
宮
崎 
御
役
所  

　
　
同
村
庄
屋
小
川
藤
左
衛
門
印

（
（2
（

下
北
方
村
で
村
役
人
を
務
め
る
覚
助
の
悴
権
左
衛
門
は
、か
ね
て
よ
り「
人

品
不
宜
」
者
で
親
類
・
五
人
組
・
村
役
人
た
ち
が
た
び
た
び
異
見
し
て
も
用

い
ず
、「
不
行
跡
」
が
重
な
り
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
と
し
て
、
村
か
ら
追

放
し
て
く
れ
る
よ
う
宮
崎
役
所
へ
願
出
た
。
こ
の
場
合
、
権
左
衛
門
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
他
領
で
悪
事
を
働
く
や
も
し
れ
ず
、
村
方
人
別
帳
面
か
ら
外
す

よ
う
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
後
村
方
へ
立
返
っ
た
場
合
は
捕
ら
え
置
き
、

役
所
へ
注
進
す
る
と
し
て
い
る
。
自
分
の
悴
で
あ
っ
て
も
身
持
ち
が
悪
く
悪

事
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
場
合
は
、
村
社
会
か
ら
排
除
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

事
例
④

「
徒
者
」
の
勘
当
・
帳
外
れ
を
願
出
る
の
は
身
内
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
　
　
　
乍
憚
以
書
付
申
上
候

　�

組
内
庄
蔵
儀
、
常
々
不
行
跡
ニ
而
物
事
我
侭
者
ニ
御
座
候
而
、
数
年
諸

人
相
手
ニ
及
口
論
、
脇
差
ニ
而
打
擲
致
理
不
尽
致
方
数
度
御
座
候
、
御

公
辺
江
茂
御
達
可
申
上
候
処
、
左
様
御
座
候
而
者
御
上
江
茂
御
苦
労
奉

掛
、
村
方
難
儀
ニ
茂
相
成
申
義
ニ
奉
存
候
、
村
中

内
々
ニ
而
相
済
置

申
候
、
然
ル
処
不
行
跡
相
直
り
申
義
茂
相
見
へ
不
申
候
、
此
已
後
之
儀

無
心
元
奉
存
候
間
、
所
払
ニ
茂
仕
度
奉
存
候
得
共
、
立
帰
如
何
様
成
あ

く
事
仕
出
候
儀
も
難
計
御
座
候
間
、
以
御
威
光
村
追
払
被
仰
付
被
下
候

様
御
願
申
上
候
、
以
上

　
　
　
未
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
草
村
百
姓
惣
代
太
平
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
平
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
頭
　
　
　
　
清
吉
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
弁
差
　
　
　
長
吉
　
印

　
　
　
　
加
草
村
庄
屋
　
藤
兵
衛
殿
　
　
同
断
　
　
　
　
　
甚
三
郎
印

（
（2
（

加
草
村
の
庄
蔵
は
常
々
「
不
行
跡
」「
我
侭
者
」
で
あ
り
、
諸
人
相
手
に

口
論
し
脇
差
で
打
擲
す
る
な
ど
理
不
尽
な
「
徒
者
」
で
あ
っ
た
。
役
所
へ
訴

え
て
は
「
御
上
江
茂
御
苦
労
」
を
か
け
、
村
方
も
難
儀
と
な
る
た
め
内
済
し

て
い
た
。
し
か
し
不
行
跡
は
治
る
見
込
み
も
な
い
た
め
追
放
し
た
い
が
、
立

ち
返
っ
て
ど
の
よ
う
な
悪
事
を
働
く
か
も
し
れ
な
い
た
め
、藩
の
「
御
威
光
」

を
持
っ
て
村
追
払
い
を
願
出
た
の
で
あ
る
。
村
か
ら
追
放
し
て
も
立
ち
返
り
、

ど
の
よ
う
な
報
復
を
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
藩
権
力
を
背
景
に
し
た

排
除
を
求
め
て
い
る
。

百
姓
惣
代
・
組
合
頭
・
弁
差
連
名
の
願
書
を
受
け
取
っ
た
庄
屋
藤
兵
衛
は
、

次
の
よ
う
な
書
付
を
代
官
所
へ
提
出
し
た
。

　�

右
之
通
惣
百
姓
中

書
付
差
出
申
候
処
、
前
書
之
通
常
々
不
行
跡
我
侭
者

ニ
相
違
無
御
座
候
へ
共
、
若
年
ニ
御
座
候
間
異
見
を
も
差
加
申
候
者
、
人

柄
茂
相
直
り
可
申
哉
与
憐
愍
加
エ
差
免
置
申
候
処
、
別
而
相
直
ル
趣
相
見

エ
不
申
候
付
、
村
中
願
通
所
追
払
申
候
而
茂
立
帰
、
如
何
様
之
悪
事
仕
候

義
茂
難
計
奉
存
候
間
、
御
上
御
威
光
を
以
此
度
立
帰
不
申
候
様
所
追
払
被

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
草
村
庄
屋
　
　
　
藤
兵
衛
　
印

　
　
　
　
　
　
御
代
官
所

（
（2
（
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一
〇

庄
蔵
は
常
々
不
行
跡
・
我
侭
者
で
は
あ
る
が
ま
だ
若
年
で
あ
る
た
め
、
異

見
を
加
え
れ
ば
立
ち
直
る
か
も
し
れ
な
い
と
「
憐
愍
」
を
加
え
て
様
子
を
み

た
と
こ
ろ
、
立
ち
直
る
見
込
み
が
な
い
と
判
断
し
た
。
藤
兵
衛
は
村
中
が
庄

蔵
の
追
放
を
望
ん
で
い
る
と
し
て
、
立
ち
返
っ
て
悪
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

藩
権
力
で
追
放
を
命
じ
て
ほ
し
い
と
願
出
た
の
で
あ
る
。

宮
崎
役
所
か
ら
郡
方
へ
上
申
さ
れ
た
願
書
は
、
郡
奉
行
に
よ
り
御
用
部
屋

へ
上
申
さ
れ
協
議
さ
れ
た
結
果
、
庄
蔵
に
岡
富
入
牢
を
命
じ
る
一
方
、
村
役

人
・
親
類
・
五
人
組
を
郡
方
に
呼
ん
で
再
度
尋
問
が
な
さ
れ
た
。
庄
蔵
の
悪

行
を
確
認
し
て
家
老
た
ち
の
協
議
を
経
て
、
庄
蔵
は
領
内
追
放
処
分
と
な
っ

た
。
藩
の
「
御
威
光
」
を
背
景
と
し
て
い
る
た
め
、
か
な
り
慎
重
に
取
り
調

べ
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
庄
蔵
は
翌
宝
暦
十
四
（
明
和
元
）

年
六
月
六
日
付
で
出
牢
証
文
に
よ
り
出
牢
し
、
領
内
追
払
処
分
と
な
っ
て
い

る
（
（2
（

。事
例
⑤

身
内
や
村
役
人
か
ら
の
願
い
に
よ
っ
て
一
旦
は
村
か
ら
追
放
さ
れ
た
「
徒

人
」が
再
度
居
村
に
立
ち
帰
り
、悪
事
を
重
ね
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

一�

町
奉
行
申
達
候
者
、
柳
沢
町
川
原
芝
居
小
屋
之
辺
ニ
而
、
此
間
胡
乱
成

も
の
片
山
非
人
共
召
捕
吟
味
致
候
処
、
先
年
岡
富
村
水
呑
百
姓
六
助
と

申
者
二
男
伊
之
助
と
申
者
之
由
、
右
六
助
全
躰
不
行
跡
者
ニ
付
、
去
ル

夘
年
村
方
願
之
上
六
助
并
妻
子
共
ニ
四
人
村
方
追
払
致
候
由
、
然
ル
処

伊
之
助
事
度
々
立
帰
悪
事
致
候
故
、
非
人
追
払
申
候
処
、
此
度
又
候
立

帰
候
由
、
右
付
伊
之
介
義
此
度
者
大
橋
辺
ニ
て
日
数
三
日
曝
ニ
而
、
御

領
内
追
払
非
人
と
も
江
申
付
可
然
哉
之
旨
申
達
候
付
、
各
遂
相
談
候

処
申
達
之
通
三
日
曝
候
而
、
非
人
と
も

追
払
為
致
可
然
と
有
之
ニ
付
、

其
段
町
奉
行
江
申
渡

（
（2
（

柳
沢
町
川
原
の
芝
居
小
屋
あ
た
り
で
怪
し
い
者
を
非
人
た
ち
が
捕
ら
え
て

吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
先
年
岡
富
村
の
水
呑
百
姓
六
助
の
二
男
伊
之
助
で
あ
っ

た
。
こ
の
六
助
た
ち
は
不
行
跡
者
で
、
夘
年
（
宝
暦
九
年
）
に
村
方
よ
り
願

い
に
て
妻
子
と
も
ど
も
村
追
放
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
伊
之
助
は

た
び
た
び
立
ち
帰
り
悪
事
を
重
ね
る
た
め
非
人
た
ち
が
追
払
っ
て
い
た
が
、

伊
之
助
は
再
々
度
立
ち
返
っ
た
た
め
、
今
度
は
大
橋
あ
た
り
で
三
日
曝
し
、

領
内
追
放
に
処
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
追
放
さ
れ
た
「
徒
者
」
が
居
村
へ
立
ち
帰
る
こ
と
は
、
治
安

維
持
の
面
で
も
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
藩
で
は
郡
方
・
宗
門
方
に

対
し
て
次
の
よ
う
な
触
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
郡
方
・
宗
門
方
江

一�

御
領
内
追
払
者
并
勘
当
・
帳
外
人
之
類
、
我
儘
ニ
御
領
内
江
立
帰
徘
徊

致
候
趣
粗
相
聞
エ
候
、
兼
而
被
仰
出
候
通
見
逃
聞
逃
不
致
訴
出
可
申
候
、

村
役
人
始
村
中
之
者
共
、
町
役
人
始
町
中
之
者
共
不
届
至
極
候

一�

他
所
者
猥
ニ
宿
致
候
儀
、
兼
而
御
停
止
之
処
是
又
近
年
不
埒
之
儀
相
聞

エ
候
、
前
々
御
制
禁
之
通
堅
相
守
候
様
急
度
可
申
付
候

一�

神
事
祭
礼
又
は
入
仏
開
帳
縁
日
等
ニ
而
人
集
致
候
節
、
於
辻
々
博
奕

ち
ょ
ほ
い
ち
等
有
之
趣
相
聞
エ
候
付
、
右
躰
之
も
の
見
掛
り
候
ハ
ヽ
召

捕
注
進
可
致
旨
、
去
年
中
茂
被
仰
付
候
処
、
今
以
相
止
兼
候
趣
粗
相
聞

エ
不
届
至
極
候
、
以
来
於
相
背
は
兼
而
御
定
之
通
急
度
可
被
仰
付
候
間
、

末
々
之
も
の
迄
堅
相
守
候
様
可
申
付
候

　�

右
之
通
此
度
被
仰
出
候
間
、
郷
中
江
・
町
方
・
寺
社
并
門
前
江
可
被
相

触
候
、
以
上

（
（2
（
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一
一

領
内
か
ら
追
放
さ
れ
た
者
や
勘
当
・
帳
外
れ
者
が
立
ち
帰
り
徘
徊
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
、
村
役
人
や
村
人
に
そ
の
出
訴
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
他
所

者
へ
の
宿
を
厳
禁
し
て
い
る
。
ま
た
神
事
・
祭
礼
や
入
仏
開
帳
・
縁
日
な
ど
、

群
集
す
る
場
所
で
博
奕
な
ど
賭
事
を
す
る
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、
召
捕
ら

え
て
注
進
す
る
よ
う
昨
年
も
命
じ
て
い
た
が
、
未
だ
絶
え
な
い
現
状
を
危
惧

し
て
厳
罰
に
処
す
と
し
て
い
る
。
領
内
一
円
で
治
安
悪
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
藩
お
よ
び
村
は
そ
の
対
処
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

（
三
）
追
放
者
の
受
け
入
れ

村
の
治
安
を
乱
す
と
見
な
さ
れ
追
放
さ
れ
た
徒
者
で
あ
る
が
、
村
は
こ
う

し
た
者
を
受
け
入
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

一�

寺
社
奉
行
申
達
候
者
、
北
町
笹
屋
権
兵
衛
兄
久
兵
衛
、
去
ル
丑
年
出
奔

候
処
、
久
兵
衛
母
弟
権
兵
衛
養
育
致
置
候
、
右
久
兵
衛
悪
事
等
も
無
之
、

年
若
故
心
得
違
を
以
与
風
出
奔
、
所
々
致
流
浪
候
付
、
何
卒
帰
居
為
致

度
、
旦
那
寺
光
勝
寺
江
相
歎
候
段
、
右
付
同
寺
并
三
福
寺

此
度
瑞
卒

院
様
七
回
忌
御
相
当
ニ
付
、
御
大
赦
之
思
召
を
以
帰
居
御
免
被
成
下
候

様
仕
度
願
出
候
旨

一�

郡
奉
行
申
達
候
者
、
大
武
町
彦
六
親
五
郎
八
と
申
者
、
八
年
已
前
与
風

出
奔
、
悪
事
等
も
無
之
候
処
行
衛
不
相
知
候
付
人
別
帳
相
除
候
処
、
五

郎
八
細
嶋
辺
徘
徊
病
身
ニ
相
成
候
付
甚
難
儀
い
た
し
、
五
郎
八
跡
妻
子

共
ニ
難
儀
至
極
ニ
付
、
御
慈
悲
を
以
帰
居
之
儀
大
武
町
乙
名
迄
願
出
、

乙
名

三
福
寺
旦
那
寺
ニ
付
願
出
候
段
三
福
寺
奥
書
を
以
、
此
度
瑞
卒

院
様
七
回
忌
御
大
赦
之
思
召
を
以
帰
居
御
免
被
成
下
候
様
御
代
官
所
迄

願
出
候
段
申
聞
候

　�

右
之
通
両
役
申
達
候
付
各
遂
相
談
候
処
、
帰
居
之
儀
む
さ
と
御
聞
届
難

被
成
候
へ
共
、
無
拠
意
味
相
聞
候
ニ
付
、
此
度
大
赦
之
思
召
を
以
両
人

共
ニ
帰
居
御
免
被
成
可
然
与
有
之
ニ
付
、
其
段
両
役
江
申
遣
願
書
留
略

戻
（
（3
（

こ
れ
は
寺
社
奉
行
お
よ
び
郡
奉
行
か
ら
御
用
部
屋
へ
上
申
さ
れ
た
願
書
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
与
風
出
奔
」
す
な
わ
ち
行
方
不
明
に
な
っ
た
者
た
ち

の
帰
居
を
願
出
た
も
の
で
あ
る
。
寺
社
奉
行
（
町
奉
行
兼
帯
）
か
ら
の
上
申

書
は
、
去
丑
年
（
宝
暦
七
年
か
）
に
出
奔
し
た
北
町
笹
屋
権
兵
衛
の
兄
久
兵

衛
に
つ
い
て
、
ま
だ
若
年
で
あ
り
悪
事
も
し
て
い
な
い
こ
と
や
各
所
を
流
浪

し
た
こ
と
等
を
理
由
に
、
旦
那
寺
で
あ
る
光
勝
寺
お
よ
び
三
福
寺
か
ら
瑞
卒

院
七
回
忌
の
大
赦
に
よ
る
帰
着
を
願
っ
て
い
る
。
郡
奉
行
の
も
の
は
、
八
年

以
前
に
出
奔
し
た
大
武
町
彦
六
の
親
五
郎
八
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
も
悪
事
を

し
て
い
な
い
こ
と
、
病
身
で
難
儀
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
帰
居
願
を

大
武
町
乙
名
へ
願
出
、
乙
名
か
ら
旦
那
寺
の
三
福
寺
へ
願
出
て
三
福
寺
奥
書

を
以
て
大
赦
に
よ
る
帰
居
を
願
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
赦
を
理
由

に
許
可
さ
れ
た
。

出
奔
し
た
者
の
帰
居
に
は
、
旦
那
寺
の
奥
書
や
大
赦
願
い
な
ど
決
ま
っ
た

手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
。
次
の
史
料
は
、
恒
富
村
出
口
門
の
権
蔵
が
四
年

前
に
出
奔
し
て
行
方
不
明
に
な
り
、
突
然
帰
居
し
た
と
こ
ろ
を
捕
縛
・
入
牢

さ
せ
ら
れ
た
悴
の
見
請
け
を
大
庄
屋
染
矢
助
右
衛
門
に
願
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
願
申
上
候
御
事

一�

私
悴
太
郎
右
衛
門
儀
、
去
ル
寅
ノ
極
月
御
当
地
立
退
候
付
、
御
近
領
迄

所
々
相
尋
候
得
共
行
衛
相
知
不
申
候
付
、
其
節
御
届
申
上
村
方
御
帳
面
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一
二

茂
御
除
被
下
候
処
、
当
三
月
八
日
夜
与
風
立
帰
乱
心
之
躰
ニ
而
罷
在
候

付
、
捕
置
御
注
進
申
上
候
処
入
牢
被
仰
付
候
、
右
之
通
乱
心
之
躰
ニ
罷

成
一
入
不
便
奉
存
候
、
近
頃
御
恐
多
奉
存
候
得
共
、
此
上
御
糺
明
之
儀

御
用
捨
被
成
下
、
出
牢
被
仰
付
被
下
候
様
御
願
被
成
可
被
下
候
、
左
候

ハ
ヽ
私
方
江
引
取
一
生
厳
敷
押
込
指
置
、
此
上
御
上
之
御
苦
労
不
相
成

候
様
可
仕
候
、
此
以
後
万
一
不
埒
之
儀
御
座
候
ハ
ヽ
、
如
何
様
被
仰
付

候
共
一
言
之
儀
申
上
間
敷
候
、
右
之
趣
何
分
ニ
茂
宜
敷
被
仰
上
被
下
候

様
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
午
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
富
村
出
口
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
蔵
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
染
矢
助
右
衛
門
殿

（
（3
（

太
郎
右
衛
門
は
「
乱
心
之
躰
」
で
あ
っ
た
た
め
、
取
り
敢
え
ず
役
所
へ
注

進
し
た
と
こ
ろ
入
牢
を
命
じ
ら
れ
た
。
権
蔵
は
そ
の
姿
を
「
一
入
不
便
」
と

み
て
、
役
所
に
よ
る
糺
明
の
用
捨
と
太
郎
右
衛
門
の
出
牢
を
歎
願
し
た
。
ま

た
出
牢
後
は
自
分
方
に
引
き
取
り
、
太
郎
右
衛
門
を
一
生
厳
し
く
押
込
め
監

督
す
る
か
ら
と
誓
約
し
て
い
る
。

権
蔵
か
ら
の
願
書
を
受
け
取
っ
た
染
矢
は
、
同
門
組
合
頭
梅
右
衛
門
・
弁

指
治
郎
七
・
磯
右
衛
門
ら
と
連
署
し
て
、
出
牢
願
を
旦
那
寺
で
あ
る
三
福
寺

へ
提
出
し
た
。

　�

右
太
郎
右
衛
門
儀
親
権
蔵
奉
願
候
通
相
違
之
儀
無
御
座
候
間
、
御
憐
愍
を
　
　

以
出
牢
被
仰
付
、
権
蔵
願
之
通
押
込
御
聞
届
被
成
被
下
候
様
、
何
分
御
訴
　
　

詔
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
富
村
出
口
門
組
合
頭
　
　
梅
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
弁
指
　
　
　
　
　
　
　
治
郎
七
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
本
村
門
同
　
　
　
　
　
磯
右
衛
門
印

                      

同
村
大
庄
屋        

染
矢
助
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
三
福
寺
様

（
（3
（

こ
れ
を
受
け
て
三
福
寺
は
「
御
上
之
御
苦
労
相
成
不
申
様
」
と
の
文
言
を

附
し
て
、
代
官
所
へ
太
郎
右
衛
門
の
出
牢
願
を
提
出
す
る
。

　�

右
之
趣
拙
僧
旦
那
寺
故
度
々
罷
越
相
歎
申
候
故
、
難
捨
置
奉
存
候
、
何
卒

重
御
願
御
座
候
得
共
、
御
憐
愍
を
以
出
牢
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
前
段
之

通
親
共
方
江
引
取
一
生
厳
敷
押
込
置
、
御
上
之
御
苦
労
相
成
不
申
候
様
可

仕
候
間
、
右
願
之
通
御
聞
済
被
為
遊
被
下
候
様
幾
重
ニ
茂
御
取
成
奉
願
上

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
福
寺
　
印

              

御
代
官
所

（
（3
（

代
官
所
か
ら
願
書
を
受
け
取
っ
た
郡
方
で
は
、
郡
奉
行
が
御
用
部
屋
へ
上

申
し
て
協
議
が
な
さ
れ
、
権
蔵
の
願
い
通
り
太
郎
右
衛
門
の
出
牢
が
認
め
ら

れ
た
。

村
方
の
治
安
を
維
持
す
る
た
め
に
、
村
内
の
危
険
分
子
と
目
さ
れ
た
「
徒

者
」
は
村
外
に
追
放
（
排
除
）
さ
れ
る
が
、立
ち
帰
り
を
恐
れ
る
村
は
藩
の
「
御

威
光
」
を
求
め
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
身
内
が
責
任
を
持
っ
て
面
倒
を
見

る
条
件
で
出
奔
者
の
立
ち
帰
り
が
歎
願
さ
れ
、
村
役
人
お
よ
び
旦
那
寺
の
口

入
れ
に
よ
り
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三　

地
域
社
会
「
外
」
者
へ
の
対
策

次
に
、
地
域
社
会
が
地
域
外
か
ら
入
り
込
む
「
徒
者
」
に
対
し
て
ど
の
よ
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う
に
対
処
し
て
い
た
の
か
、
ま
ず
藩
の
対
応
策
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

（
一
）
藩
の
対
応
策

近
世
期
に
な
る
と
城
下
町
を
中
心
に
各
地
を
結
ぶ
往
還
や
、
年
貢
・
諸
産

物
の
流
通
な
ど
に
よ
っ
て
交
通
路
が
整
備
さ
れ
、
旅
行
者
も
増
加
す
る
。
そ

れ
に
伴
い
地
域
外
の
「
徒
者
」
も
地
域
内
秩
序
を
乱
す
者
と
し
て
警
戒
さ
れ

て
い
く
。
藩
で
は
旅
行
者
が
領
内
で
死
亡
し
た
場
合
の
取
扱
い
を
次
の
よ
う

に
定
め
て
い
る
。

一�

所
役
人
往
来
証
文
ニ
而
国
所
領
主
等
茂
相
知
候
分
ハ
死
骸
ハ
仮
埋
、
遠

国
た
り
共
先
方
役
人
江
掛
合
、
然
ル
所
遠
国
ニ
付
見
寄
之
者
等
不
差
越
、

家
法
之
通
取
計
呉
候
様
申
来
候
分
ハ
、
葬
方
石
搭
等
懇
ニ
取
計
可
遣
旨
、

其
所
之
役
人
并
寺
院
江
も
可
申
談
、
見
寄
之
者
罷
越
候
分
着
之
上
相
対

之
時
義
ニ
可
任
事
、
右
掛
合
之
処
人
別
ニ
無
之
差
構
無
之
段
申
来
候
分

ハ
、
無
宿
之
取
扱
方
ニ
て
可
然

（
（3
（

往
来
証
文
で
支
配
領
主
等
が
判
別
で
き
た
場
合
は
死
骸
は
仮
埋
め
し
、
遠

国
で
あ
っ
て
も
先
方
役
人
へ
知
ら
せ
る
こ
と
、
遠
国
の
た
め
身
寄
り
の
者
が

現
地
に
来
ら
れ
ず
、
家
法
の
通
り
葬
送
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
場
合
は
、

葬
方
や
石
塔
な
ど
懇
ろ
に
取
り
計
ら
う
こ
と
な
ど
を
現
地
役
人
や
寺
院
に
命

じ
て
い
る
。
ま
た
身
寄
り
の
者
が
来
た
場
合
は
相
対
で
処
理
し
、
特
に
異
論

が
無
け
れ
ば
現
地
の
取
扱
い
方
で
よ
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
知
ら
せ
る

範
囲
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
冨
髙
御
陣
屋
支
配
村
々
　
　
高
鍋
領
村
々

　
　
　
佐
伯
領
村
々
　
　
　
　
　
　
竹
田
領
村
々
　
　
　
肥
後
領
村
々
　
　

　�

右
之
外
者
掛
合
ニ
不
及
、
右
五
ケ
領
之
内
ニ
而
も
二
十
里
ニ
茂
及
候
ハ
ヽ

掛
合
ニ
及
間
敷
哉
之
事
、
病
死
之
当
人
存
命
之
内
、
無
宿
之
申
立
ニ
候

ハ
ヽ
無
宿
之
取
噯
に
て
可
然
事
、
勿
論
所
役
人
等
見
分
前
手
続
一
紙
之
口

上
書
取
、
最
寄
寺
院
江
為
取
置
、
所
持
之
品
其
寺
江
取
、
石
搭
建
候
義
寺

之
心
次
第
、
右
当
人
生
所
慥
ニ
申
之
、
或
者
数
年
以
前
生
国
立
出
、
当
時

入
帳
之
程
無
覚
束
抔
之
類
は
無
宿
之
取
噯
ニ
者
難
致
、
其
も
の
ゝ
身
柄
ニ

茂
寄
、
病
死
之
時
義
ニ
寄
、
重
キ
方
ハ
奉
行
所

先
方
御
領
主
役
筋

掛

合
之
上
落
着
可
取
遣
、
軽
キ
筋
ハ
所
役
人
同
士
之
掛
合
ニ
而
可
然
事
、
勿

論
口
上
書
は
所
役
人
或
者
宿
病
中
之
素
乱
迄
ニ
て
、
死
骸
は
其
も
の
申
置

も
候
ハ
ヽ
其
宗
旨
之
寺
、
左
も
無
之
候
ハ
ヽ
最
寄
之
寺
江
仮
埋
、
所
持
之

品
ハ
所
役
人
江
預
ケ
証
文
取
之
、
倒
死
之
者
前
ケ
条
之
趣
大
躰
取
扱
可
申
、

乍
然
所
持
品
之
内
往
来
証
文
も
捨
往
来
証
文
も
無
之
、
生
国
不
知
も
の
、

或
は
不
慥
成
国
所
記
候
品
有
之
類
ハ
、
死
骸
仮
埋
六
ケ
月
建
札
之
上
、
尋

来
候
者
無
之
ハ
最
寄
寺
院
江
所
持
之
品
引
渡

（
（3
（

富
高
陣
屋
支
配
の
村
々
と
高
鍋
領
・
佐
伯
領
・
竹
田
領
・
肥
後
領
村
々
に

限
り
、
そ
の
中
で
も
二
〇
里
を
超
え
る
場
合
は
知
ら
せ
る
必
要
は
無
い
と
し

て
い
る
。
病
人
が
存
命
中
に
無
宿
だ
と
申
し
立
て
れ
ば
無
宿
扱
い
と
し
、
現

地
の
役
人
が
見
分
前
に
一
紙
口
上
書
を
取
り
、
最
寄
り
の
寺
院
に
所
持
品
と

と
も
に
預
け
置
き
、
石
塔
を
建
て
る
か
は
寺
次
第
と
す
る
。
当
人
の
生
所
が

確
か
な
者
や
、
数
年
前
に
生
国
立
出
当
時
の
入
帳
が
覚
束
な
い
場
合
で
も
無

宿
と
は
見
な
し
が
た
く
、
身
柄
や
病
死
時
の
状
況
に
も
よ
る
が
重
い
場
合
は

奉
行
所
か
ら
先
方
領
主
筋
へ
掛
け
合
い
落
着
す
る
こ
と
、
軽
い
場
合
は
現
地

役
人
同
士
の
掛
け
合
い
で
処
理
す
る
と
し
て
い
る
。
口
上
書
は
現
地
役
人
か

宿
主
人
が
病
中
素
乱
ま
で
を
記
し
、
死
骸
は
当
人
が
願
え
ば
そ
の
宗
旨
の
寺

へ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
最
寄
り
の
寺
へ
仮
埋
め
し
、
所
持
品
は
役
人
に
預
け
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四

て
証
文
を
取
る
こ
と
な
ど
、
行
き
倒
れ
者
へ
の
対
応
を
取
り
決
め
て
い
る
。

な
お
、
所
持
品
の
う
ち
往
来
証
文
も
捨
往
来
証
文
も
無
く
、
生
国
も
分
か
ら

ず
、
不
慥
か
な
国
所
を
記
し
た
品
が
あ
る
場
合
は
、
死
骸
は
六
月
間
札
を
建

て
て
仮
埋
め
し
、
尋
ね
来
る
者
が
無
い
場
合
は
最
寄
り
の
寺
へ
所
持
品
を
引

き
渡
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
他
領
者
が
病
気
あ
る
い
は
事
故
・
殺
害

な
ど
に
よ
り
領
内
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
検
使
に
よ
り
身
元
を
確
認
し
身
寄

り
が
願
出
れ
ば
死
骸
は
引
き
取
ら
せ
る
が
、
検
使
御
免
と
し
た
場
合
は
「
後

日
所
ニ
難
題
相
掛
ケ
間
敷
、
聊
異
論
無
之
段
を
認
さ
せ
」
る
な
ど
、
後
難
を

蒙
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
行
き
倒
れ
者
へ
の
対
処
策

次
に
、
他
所
者
が
地
域
内
で
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
場
合
の
事
例
を
見
て
み

よ
う
。

事
例
⑤

一�

郡
奉
行
申
達
候
者
、
昨
十
九
日
恒
富
村
之
内
立
田
与
申
所
江
年
頃

六
十
四
五
之
男
壱
人
行
倒
居
候
ニ
付
、
村
役
人
よ
り
訴
出
候
段
申
聞

候
、
依
之
各
江
も
申
談
検
使
被
遣
可
然
与
、
御
徒
目
付
之
儀
御
目
付
方

江
申
談
候
処
、
松
本
弾
兵
衛
恒
富
支
配
御
代
官
鈴
木
新
兵
衛
昨
夜
中
罷

出
見
届
候
処
、
怪
敷
躰
ニ
も
無
之
四
国
遍
路
与
相
見
、
品
々
持
道
具
有

之
、
所
生
者
秋
月
左
京
様
御
所
務
所
日
州
諸
縣
郡
木
脇
村
五
左
衛
門
与

申
者
之
由
、
彼
地
旦
那
寺
往
来
證
文
持
居
候
付
、
則
持
道
具
等
村
方
江

預
、
死
骸
其
所
江
為
取
置
候
趣
、
村
方

一
札
取
之
右
両
人
罷
帰
差
出

候
付
、
猶
又
各
々
へ
も
申
談
委
細
役
方
ニ
扣
有
之
候
ニ
付
留
略
、
且
又

御
同
国
之
儀
ニ
付
御
附
届
有
之
可
然
与
、
郡
方

其
段
左
京
様
役
人
中

江
通
達
致
候
様
申
渡

（
（3
（

宝
暦
十
二
年
十
月
十
九
日
の
こ
と
。
城
附
恒
富
村
の
立
田
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
年
の
頃
は
六
四
・
五
歳
の
男
が
行
き
倒
れ
て
い
る
と
村
役
人
か
ら
知
ら

せ
が
あ
り
、
御
徒
目
付
松
本
弾
兵
衛
と
内
郷
（
恒
富
支
配
）
代
官
鈴
木
新
兵

衛
ら
が
検
使
と
し
て
出
役
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
怪
し
い
躰
で
も
な
く
四
国
遍

路
の
よ
う
に
み
え
た
。
所
持
品
や
諸
道
具
か
ら
、
秋
月
左
京
領
諸
県
郡
木
脇

村
出
生
の
五
左
衛
門
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
旦
那
寺
の
往
来
証
文
を
所

持
し
て
い
た
た
め
、
所
持
品
・
諸
道
具
な
ど
を
村
方
へ
預
け
、
死
骸
は
そ
の

場
へ
埋
葬
さ
せ
、
村
方
か
ら
一
札
を
と
っ
て
処
理
を
終
え
た
。
こ
の
場
合
往

来
証
文
か
ら
身
元
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
所
持
し
て
い
な
い
場
合
や
乞

食
躰
で
あ
っ
た
場
合
に
は
別
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。

事
例
⑥

一�

恒
富
村
之
内
出
口
門
権
現
森
ニ
而
乞
食
道
心
躰
之
も
の
重
病
之
躰
、
村

方
之
者
見
請
候
ニ
付
飯
等
遣
候
処
、
無
程
致
病
死
候
ニ
付
、
非
人
共

江
為
見
候
処
、
見
知
有
之
無
宿
之
乞
食
相
違
無
之
、
上
方
御
苦
労
相

成
、
村
方
厄
介
ニ
相
成
候
儀
気
之
毒
ニ
付
、
非
人
手
ニ
而
取
片
付
、
後

日
上
之
御
沙
汰
有
之
候
ハ
ヽ
非
人
頭
罷
出
申
開
仕
候
之
間
、
死
骸
引
渡

呉
候
様
非
人
申
聞
候
間
、
非
人
共
江
相
渡
候
旨
村
役
人

申
聞
有
之
候

間
、
早
速
奉
行
衆
江
申
達
候
処
、
道
心
躰
之
者
ニ
付
奉
行
衆

寺
社
方

へ
も
打
合
之
上
、
御
用
部
や
江
申
達
無
之
相
済
、
尤
後
日
御
尋
等
有
之

候
ハ
ヽ
前
断
之
通
非
人
共
片
付
候
段
被
申
被
申
達
積
、
尤
非
人
頭

右

之
素
乱
町
同
心
小
頭
迄
相
届
候
之
由
、
委
細
日
記
ニ
有
之

（
（3
（

こ
れ
は
文
政
五
年
七
月
、
同
じ
く
恒
富
村
出
口
門
の
権
現
森
で
、
乞
食
道

心
躰
の
者
が
重
病
と
な
っ
た
。
村
方
の
者
が
飯
米
な
ど
を
与
え
た
が
程
な
く
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病
死
し
た
の
で
、
非
人
た
ち
に
見
せ
た
と
こ
ろ
顔
見
知
り
の
無
宿
の
乞
食
に

間
違
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
非
人
た
ち
は「
上
方
御
苦
労
」に
も
な
り
、

村
方
に
も
「
厄
介
」
に
な
る
の
は
気
の
毒
だ
と
し
て
非
人
の
手
で
取
り
片
付

け
、
後
日
藩
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
非
人
頭
が
出
頭
し
て
説
明
す
る
と

し
て
、
死
骸
を
引
き
渡
し
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
た
の
で
、
死
骸
を
渡
し
た
と

の
報
告
が
村
役
人
よ
り
あ
っ
た
。
早
速
奉
行
衆
へ
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
道
心

躰
の
者
な
の
で
寺
社
方
と
も
打
ち
合
わ
せ
た
上
で
、
御
用
部
屋
へ
の
上
申
は

せ
ず
に
処
理
さ
れ
た
。
後
日
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
非
人
た
ち
が
取
り
片
付

け
た
旨
を
報
告
す
る
と
し
て
い
る
。
な
お
経
緯
は
非
人
頭
か
ら
町
同
心
小
頭

ま
で
届
け
さ
せ
て
い
る
。
乞
食
が
行
き
倒
れ
た
場
合
、
死
骸
は
非
人
の
手
で

処
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
件
は
藩
・
村
方
に
と
っ
て
「
他
所
者
」
＝

「
厄
介
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
法
令
に
み
る
「
他
所
者
」
対
策

治
安
を
乱
し
か
ね
な
い
「
他
所
者
」
の
往
来
問
題
は
、
地
域
社
会
に
と
っ

て
避
け
難
い
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
領
主
も
さ
ま
ざ
ま
な
法

令
を
出
す
こ
と
で
不
審
な
往
還
者
を
取
り
締
ま
っ
た
。
延
岡
藩
領
で
出
さ
れ

た
往
還
者
取
締
り
に
関
す
る
領
主
法
令
を
み
て
み
よ
う
。

次
の
史
料
は
、
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
九
月
十
六
日
付
で
、
家
老
有
馬

平
之
允
・
林
田
図
書
ら
か
ら
臼
杵
郡
代
所
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
三
一
条
に
及

ぶ
法
令
の
う
ち
、
旅
人
取
締
り
に
関
す
る
条
文
で
あ
る
。

一�

往
還
之
も
の
へ
無
滞
駄
賃
・
日
用
所
々
如
定
可
取
之
、
非
分
之
駄
賃
取

申
に
お
い
て
ハ
、
其
身
事
ハ
不
及
申
、
其
所
之
庄
屋
・
弁
指
・
小
触
可

為
曲
事

　�

附
、
往
還
之
も
の
一
宿
ハ
不
苦
、
二
夜
と
宿
仕
間
鋪
候
、
飯
米
等
入
用
　
　
　

に
お
ひ
て
ハ
宿
主
と
し
て
肝
煎
可
遣
候
、
并
旅
人
自
然
む
し
く
か
く
ら
　
　
　

ん
の
砌
ハ
、
宿
主
随
分
心
お
付
へ
き
事

一�

従
他
国
領
分
お
頼
来
人
あ
ら
ば
、
不
依
何
者
宗
門
堅
相
改
、
男
女
員
数
・
　
　

年
・
名
計
迄
書
□
、
郡
代
所
迄
可
指
出
事

（
（3
（

往
還
の
者
へ
駄
賃
・
日
用
は
滞
り
な
く
定
額
払
う
こ
と
を
命
じ
、
旅
人
は

一
宿
は
認
め
る
が
二
泊
は
さ
せ
な
い
こ
と
、
飯
米
な
ど
は
宿
主
が
世
話
す
る

こ
と
、
旅
人
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
も
宿
主
が
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
を
命
じ

て
い
る
。
ま
た
他
国
か
ら
領
分
を
頼
っ
て
き
た
者
が
あ
れ
ば
、
宗
門
改
め
を

厳
格
に
行
い
、
男
女
員
数
や
年
齢
・
名
前
を
書
き
上
げ
て
郡
代
所
ま
で
差
出

す
よ
う
命
じ
て
い
る
。
他
所
者
が
ど
こ
の
誰
か
、
そ
の
宗
旨
・
年
齢
・
名
前

に
至
る
ま
で
た
い
へ
ん
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
法
令
は
、
毎
年
正
月
十
六
日
・
五
月
十
六
日
・
九
月
十
六
日
の
三

度
宛
、
各
所
で
全
員
に
読
み
聞
か
せ
る
よ
う
代
官
・
庄
屋
へ
命
じ
て
い
る
。

ま
た
次
の
史
料
は
、
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
十
月
朔
日
付
、
家
老
堀
斎

宮
・
有
馬
五
郎
左
衛
門
・
同
忠
兵
衛
連
署
で
高
千
穂
代
官
嶺
儀
左
衛
門
宛
に

出
さ
れ
た
二
一
条
の
う
ち
の
関
係
法
令
で
あ
る
。

一�

人
売
買
之
儀
、
常
々
依
御
停
止
、
其
旨
申
付
と
い
へ
と
も
、
重
而
従
公

儀
も
被
仰
出
儀
ニ
候
条
、
弥
堅
可
相
守
也
、
他
領
者
ハ
縦
年
季
者
ニ
て

も
召
抱
間
敷
事

　
　�

附
、
か
と
ハ
か
し
も
の
ハ
不
及
申
、
永
代
も
の
召
抱
間
敷
也
、
年
季

者
之
儀
、
十
年
を
過
へ
か
ら
す
、
尤
相
定
年
数
之
外
召
置
ま
し
き
事

一
往
還
之
者
宗
門
手
形
相
改
、
道
筋
一
宿
は
不
苦
、
二
夜
と
宿
仕
間
敷
事

　
　
附
、
行
方
不
知
者
并
う
さ
ん
成
者
に
宿
か
す
ま
し
き
事

（
（3
（
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一
六

天
和
期
に
お
い
て
も
未
だ
人
身
売
買
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

他
領
者
は
年
季
労
働
者
で
も
召
し
抱
え
て
は
な
ら
ず
、
拐
か
し
者
や
永
代
者

も
召
し
抱
え
な
い
こ
と
、
年
季
は
一
〇
年
を
過
ぎ
な
い
こ
と
、
定
め
た
年
季

以
外
は
召
置
か
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
こ
で
も
往
還
者
は
宗
門
手
形
を
改
め
二

宿
以
上
さ
せ
な
い
こ
と
、
行
方
知
ら
ず
者
や
胡
乱
者
に
は
宿
を
貸
さ
な
い
こ

と
な
ど
を
厳
命
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
年
季
者
に
な
る
か
は
判
然

と
せ
ず
、
そ
う
し
た
不
審
者
を
長
期
間
地
域
に
召
置
く
こ
と
は
た
い
へ
ん
危

険
だ
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
社
会
で
は
他
所
者
に
対
し
て
厳
し
い
規
制
が
働
い
た
が
、

そ
の
一
方
で
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
以
降
、
行
倒
人
取
扱
い
規
定
が
追
々

発
令
さ
れ
、
他
所
者
の
病
人
・
死
人
を
取
り
扱
う
シ
ス
テ
ム
が
全
国
的
に
確

立
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
他
所
者
を
地
域
内
に
留
め
置
か
な
い
と
す
る
旧

来
の
原
則
と
、
旅
人
の
病
人
の
看
病
や
死
亡
時
に
は
地
域
に
埋
葬
す
る
と
い

う
矛
盾
す
る
新
た
な
原
則
と
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

（
（4
（

。

元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
、
家
代
村
庄
屋
黒
木
喜
多
八
と
宇
右
衛
門
以
下

七
人
の
弁
指
が
連
盟
で
代
官
に
提
出
し
た
、
同
村
五
人
組
手
形
前
書
三
七
条

の
う
ち
、
他
所
者
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
示
し
た
条
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一�

堂
宮
并
山
林
ニ
ま
き
れ
あ
る
き
候
不
審
成
者
見
出
シ
候
ハ
ヽ
押
置
、
御

注
進
可
申
上
候
、
若
捕
置
申
義
不
罷
成
候
ハ
ヽ
、
其
品
ニ
よ
り
人
を
付
、

先
々
村
江
相
届
候
様
可
仕
候
、
見
逃
聞
の
か
し
、
後
日
悪
事
出
来
仕
候

ハ
ヽ
越
度
可
被
仰
付
旨
畏
候

一�

従
他
所
村
中
江
越
来
候
者
、
本
之
出
所
を
能
々
聞
届
、
其
所

慥
成
者

に
て
構
無
御
座
候
由
、
手
形
を
取
置
、
其
上
居
村
之
庄
屋
・
弁
指
・
五

人
組
江
申
届
置
可
申
候
、
勿
論
他
所

年
季
ニ
而
召
抱
候
男
女
之
義
者
、

委
細
様
子
相
尋
、
何
方

茂
構
無
御
座
旨
慥
成
請
人
を
為
立
、
手
形
を

取
抱
可
申
候
事

一�

欠
落
之
者
抱
置
申
間
鋪
候
、
并
御
年
貢
為
訴
詔
従
他
所
逃
散
仕
候
百
姓

候
ハ
ヽ
、
縦
親
類
・
縁
者
た
り
と
も
宿
借
シ
申
間
敷
候
、
惣
而
法
師
・

虚
無
僧
・
山
伏
・
行
人
・
乞
食
・
悲
人
等
ニ
至
迄
、
行
衛
不
知
も
の
ニ

一
夜
成
共
宿
借
シ
申
間
鋪
候
、
其
外
村
中
之
堂
宮
ニ
も
置
申
間
敷
候
事

一�

出
家
・
山
伏
・
行
人
・
虚
無
僧
之
所
江
盗
人
参
候
而
は
か
り
こ
と
を
申
、　
　

宿
借
候
事
数
多
有
之
候
、
惣
而
行
衛
不
知
者
へ
宿
借
不
申
様
可
申
渡
旨

被
仰
付
奉
畏
候
、
猶
以
鐘
た
た
き
・
乞
食
・
悲
人
又
者
穢
多
等
ニ
も
堅

右
之
趣
申
付
、
宿
為
致
間
敷
候
事

一�

当
村
中
ニ
耕
作
・
商
売
を
も
不
致
、
其
上
他
所
へ
切
々
罷
越
、
常
々
博

奕
か
け
の
勝
負
を
好
、
或
宿
い
た
し
、
不
似
合
之
衣
類
を
着
シ
、
不

審
成
者
有
之
者
早
速
可
申
上
候
、
隠
置
彼
輩
悪
事
仕
脇

顕
申
候
ハ
ヽ
、

親
子
・
兄
弟
・
庄
屋
・
弁
指
・
五
人
組
迄
越
度
可
被
仰
付
候
、
惣
而

三
四
日
之
滞
留
ニ
而
他
所
江
罷
越
候
共
、
庄
屋
・
弁
指
・
五
人
組
江
断

可
参
候
事

一�

往
還
之
町
者
不
及
申
、
在
々
共
旅
人
大
切
可
仕
候
、
於
途
中
人
馬
煩
候

時
ハ
、
庄
屋
・
百
姓
立
会
可
致
助
抱
候
、
煩
重
候
ハ
ヽ
御
役
所
江
早
速

御
注
進
可
申
上
候
、
若
相
果
候
ハ
ヽ
早
速
得
御
下
知
、
其
上
庄
屋
・
百

姓
立
会
其
者
之
道
具
改
、
封
を
付
置
可
申
旨
奉
畏
候
事

　
　�

附
、
病
人
存
生
之
内
往
来
手
形
致
吟
味
、
出
所
旁
々
口
上
書
付
置
可

申
旨
奉
畏
候
事

一�

手
負
之
者
又
者
人
を
あ
や
め
候
者
有
之
者
押
置
、
御
注
進
可
申
上
候
、

其
品
に
よ
り
人
を
付
、
先
々
村
江
段
々
相
届
ケ
候
様
ニ
も
可
仕
候
、
見
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一
七

の
か
し
に
仕
間
敷
候
旨
奉
畏
候
事

一�

御
公
儀
を
軽
シ
、
諸
事
ニ
付
庄
屋
下
知
を
不
用
、
事
ニ
も
成
間
敷
義
を

申
立
、
友
百
姓
悪
事
を
す
ゝ
め
、
常
ニ
公
事
出
入
を
好
、
剰
隣
郷
迄
茂

親
類
縁
者
組
シ
致
荷
担
、
物
事
正
路
ニ
無
之
我
儘
成
者
有
之
ハ
、
大
小

百
姓
よ
ら
す
可
申
上
候
、
御
糺
明
之
上
急
度
可
被
仰
付
候
旨
被
仰
渡
奉

畏
候
、
若
隠
置
悪
事
出
来
仕
候
ハ
ヽ
、
庄
屋
・
弁
指
・
五
人
組
越
度
ニ

可
被
仰
付
候
事

（
（4
（

従
来
通
り
他
所
者
や
不
審
者
に
対
し
て
手
形
を
取
っ
た
り
請
人
を
立
て
た

り
す
る
な
ど
警
戒
を
怠
ら
な
い
一
方
で
、往
還
の
町
に
限
ら
ず
村
々
で
も「
旅

人
大
切
」
に
す
る
よ
う
に
と
、
人
馬
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
庄
屋
・
百
姓

が
立
合
い
看
病
し
、
も
し
死
亡
し
た
時
は
下
知
を
得
て
所
持
品
の
管
理
を
す

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
他
所
者
に
対
す
る
矛
盾
し
た
旧
法
と
新
法
に
、

住
民
は
さ
ぞ
困
惑
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
三
月
に
高
千
穂
郷
山
裏
村
か
ら
出
さ
れ
た
次
の

史
料
で
も
、
旅
人
大
切
と
不
審
者
の
排
斥
が
同
条
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一�

旅
人
大
切
ニ
相
心
得
可
申
候
、
勿
論
不
審
成
者
村
中
江
差
置
申
間
敷
候
、　
　

若
此
旨
を
相
背
不
人
品
之
者
留
メ
置
、
博
奕
其
外
不
法
之
儀
有
之
候

ハ
ヽ
、
弁
指
・
組
頭
・
友
百
姓

庄
屋
元
江
急
度
可
申
出
事

（
（4
（

こ
れ
は
、
山
裏
村
日
添
組
の
組
頭
八
人
・
組
人
三
一
人
と
水
呑
二
人
、
日

向
組
の
組
頭
四
人
と
組
人
二
三
人
、
上
組
の
組
頭
五
人
と
組
人
一
九
人
、
中

組
の
組
頭
六
人
と
組
人
二
三
人
が
、
弁
指
五
人
と
連
名
で
、
庄
屋
後
藤
七
郎

右
衛
門
に
宛
て
て
出
し
た
請
書
一
一
条
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
。
藩
が
定
め

た
法
令
を
、
村
内
の
組
頭
・
組
人
・
水
呑
・
弁
指
た
ち
が
遵
守
を
誓
約
し
、

背
い
た
者
は
「
御
糺
明
之
上
如
何
之
越
度
ニ
茂
可
被
仰
立
候
ニ
者
一
言
之
儀

申
上
間
敷
、
為
後
日
惣
百
姓
連
印
ヲ
以
御
請
書
差
上
申
候
」
と
の
文
言
を
明

記
し
て
い
る
。
地
域
秩
序
を
領
主
権
力
を
背
景
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

次
の
史
料
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
十
月
、
臼
杵
郡
黒
木
村
で
取
り

決
め
ら
れ
た
村
法
の
一
部
で
あ
る
。

一�

旅
人
逗
留
之
儀
、
無
拠
儀
ニ
而
両
三
日
を
越
し
候
ハ
ヽ
、
往
来
人
品
等

承
合
、
誰
方
江
罷
越
候
段
可
申
達
、
其
外
病
気
・
故
障
等
ニ
而
逗
留
為

致
候
ハ
ヽ
、
其
段
御
達
、
御
差
図
ニ
従
ひ
、
逗
留
為
仕
可
申
事

　
　�

附
、
諸
勧
進
・
物
も
ら
ひ
之
類
入
込
、
御
制
札
之
通
立
入
為
致
申
間

敷
、
勿
論
角
々
廻
在
、
急
度
差
断
可
申
事

（
（4
（

旅
人
ば
か
り
で
な
く
、
諸
勧
進
や
物
貰
い
な
ど
村
々
を
徘
徊
す
る
他
所
者

へ
の
警
戒
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
村
法
は
庄
屋
黒

木
新
蔵
と
菊
池
傳
吉
以
下
七
人
の
弁
指
、
堀
吉
弥
助
以
下
二
八
人
の
組
合
頭
、

杢
治
以
下
二
八
人
の
百
姓
惣
代
の
連
名
と
な
っ
て
い
る
。
奥
書
で
は
「
右
之

条
々
永
々
末
世
ニ
至
迄
堅
相
守
可
申
候
」
と
宣
誓
し
て
お
り
、
前
例
と
は
異

な
り
村
内
で
完
結
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
う
し
た
他
所
者
に
対
す
る
警
戒
は
近
代
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
一

例
を
示
そ
う
。
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
旧
正
月
五
日
付
の
宮
崎
郡
生

目
村
字
細
江
の
総
集
会
で
決
議
さ
れ
た
条
項
で
あ
る
。

一
遊
芸
人
・
物
貰
ヒ
等
取
締
励
行
ノ
件
（
発
題
者
長
友
清
記
）

　
　
　
　（
右
制
札
文
左
ノ
如
シ
）

　
　�
当
字
ノ
キ
マ
リ
ニ
依
リ
、
遊
芸
人
・
物
貰
ヒ
及
ビ
押
シ
売
リ
等
一
切

謝
絶
ス

　
　�（
決
議
）
他
所
人
ハ
決
シ
テ
宿
泊
セ
シ
メ
ザ
ル
事
、
尤
モ
親
族
・
知
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一
八

己
ノ
者
ハ
此
限
リ
ニ
非
ラ
ズ
、
但
シ
長
ク
宿
泊
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
カ
、

若
ク
ハ
寄
留
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
、
区
長
及
ビ
当
該
講
中
一
同
ノ

承
諾
ヲ
受
ク
ル
事

（
（4
（

遊
芸
人
や
物
貰
い
が
入
込
ん
だ
際
の
対
処
法
で
あ
る
が
、「
当
字
ノ
キ
マ

リ
」
と
し
て
「
一
切
謝
絶
ス
」
と
断
言
し
て
い
る
。
ま
た
他
所
者
は
決
し
て

宿
泊
さ
せ
ず
、
親
族
・
知
己
は
こ
の
限
り
と
し
な
い
と
す
る
が
、
長
期
逗

留
・
寄
留
は
区
長
お
よ
び
当
該
講
中
一
同
の
承
諾
を
請
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
他
所
者
を
地
域
内
に
逗
留
さ
せ
な
い
と
す
る
慣
習
を
引
き
続
き
継
承
す

る
こ
と
で
、
地
域
内
の
治
安
秩
序
維
持
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

以
上
、
地
域
社
会
が
秩
序
維
持
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
と
っ
て
い

た
の
か
に
つ
い
て
、事
例
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。今
ま
で
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
ま
と
め
て
結
び
に
か
え
た
い
。

ま
ず
、
治
安
維
持
に
対
す
る
領
主
側
の
方
策
で
あ
る
が
、
宮
崎
騒
動
が
落

着
し
た
寛
延
四
年
閏
六
月
、
藩
は
宮
崎
郡
に
一
二
人
の
村
廻
役
を
置
い
て
地

方
支
配
の
強
化
を
図
っ
た
。
村
廻
役
に
は
赤
米
二
石
を
給
し
、
変
事
に
は
宮

崎
代
官
ま
で
急
報
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
ま
た
同
郡
は
村
々
を
四
組
に
分

け
各
組
に
大
庄
屋
を
置
い
た
が
、
他
領
・
幕
領
と
の
「
入
会
之
場
所
」
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
と
は
別
に
境
守
と
し
て
「
人
品
宜
」
者
を
小
侍
と
し
て
そ
の

任
に
当
た
ら
せ
た
。
他
領
と
境
界
を
接
す
る
飛
地
で
は
、
在
地
の
「
顔
役
」

に
小
給
お
よ
び
苗
字
・
帯
刀
な
ど
の
特
権
を
与
え
支
配
に
当
た
ら
せ
て
い
た

の
で
あ
る
。

飢
饉
な
ど
の
際
に
は
藩
に
は
「
御
救
い
」
が
求
め
ら
れ
、
明
和
七
年
春
の

麦
不
作
時
に
は
「
飢
扶
持
御
貸
」
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
領
内
で
の
疫

病
流
行
に
は
打
つ
手
立
て
が
な
く
、
寺
社
へ
の
祈
祷
と
守
札
の
配
布
に
留
ま

る
な
ど
救
済
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
地
域
に
お
け
る
秩
序
維
持
は
、
地
域
内

で
の
善
処
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

地
域
社
会
で
起
き
た
殺
人
事
件
や
傷
害
事
件
は
、
刑
事
事
件
で
あ
る
た
め

藩
か
ら
検
使
が
出
役
し
て
解
決
が
図
ら
れ
た

（
（4
（

。
傷
害
事
件
で
は
個
人
的
な
報

復
は
見
送
ら
れ
、
藩
の
「
威
光
」
を
も
っ
て
真
相
究
明
が
図
ら
れ
た
。
加
害

者
は
村
追
放
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
被
害
者
も
「
油
断
」
が
あ
っ
た
と
し
て
弁

指
役
御
免
、
庄
屋
ら
村
役
人
も
事
件
の
糺
明
を
藩
に
上
申
し
た
た
め
「
上
之

御
苦
労
」
を
か
け
た
こ
と
を
咎
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
兄
弟
の
殺
人
事
件
の

例
で
は
、
加
害
者
が
自
害
し
て
い
る
た
め
「
乱
心
」
と
し
て
処
理
さ
れ
、
そ

の
両
親
と
妻
女
は
「
不
念
」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
加
害
者
は
埋
葬
が
許
さ

れ
ず
、
遺
体
は
「
取
捨
」
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
内
の
殺
人
が
人
道
的

に
重
罪
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

事
件
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、
地
域
社
会
内
の
治
安
が
乱
さ
れ
た
り
、
ま

た
は
乱
さ
れ
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
た
場
合
は
事
前
に
迅
速
な
対
応
が
取
ら
れ

た
。
常
日
頃
か
ら
住
民
相
互
に
よ
る
「
人
品
」
監
察
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
人

品
不
宜
」
者
や
「
徒
者
」
は
、
村
替
え
や
村
か
ら
の
追
放
が
行
わ
れ
た
。
身

内
に
「
徒
者
」
が
い
る
場
合
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
親
類
・
五
人
組
・
村
役

人
た
ち
の
障
り
に
な
る
前
に
、
親
・
親
類
か
ら
勘
当
・
帳
外
れ
の
申
請
が
な

さ
れ
た
。
村
が
主
体
と
な
っ
て
「
徒
者
」
を
村
外
に
追
放
し
た
例
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
そ
の
場
合
藩
の
「
御
威
光
」
で
村
追
放
に
処
す
よ
う
請
願
し
て

お
り

（
（4
（

、
地
域
社
会
の
自
権
断
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
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一
九

領
内
か
ら
追
放
さ
れ
た
「
徒
者
」
た
ち
が
勝
手
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
領
主
権
力
は
厳
罰
で
臨
ん
だ
が
、
一
方
で
立
ち
戻
り
を
願

出
る
場
合
も
あ
っ
た
。「
与
風
出
奔
」
し
た
者
の
場
合
、
悪
事
を
し
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
旦
那
寺
か
ら
の
歎
願
と
い
う
形
を
取
っ
て
帰
村
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
領
主
権
力
と
地
域
社
会
の
間
に
位
置
す
る
旦
那
寺
の

存
在
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
ま
た
大
赦
も
帰
村
の
口
実
に
利
用
さ
れ
た
。

治
安
を
乱
さ
れ
か
ね
な
い
地
域
外
か
ら
の
往
来
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
宿

泊
を
制
限
す
る
な
ど
厳
し
く
対
処
さ
れ
た
。
藩
は
領
内
で
の
行
き
倒
れ
人
へ

の
処
理
・
埋
葬
法
な
ど
を
細
か
く
定
め
、
後
難
を
蒙
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
っ
た
。
行
き
倒
れ
人
の
場
合
、
往
来
証
文
の
有
無
や
乞
食
体
か
ど
う

か
に
よ
り
そ
の
対
応
が
異
な
っ
た
。
往
来
証
文
を
所
持
し
な
い
乞
食
体
の
者

の
場
合
検
使
は
な
く
、
非
人
が
そ
の
処
理
に
当
た
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し

た
者
た
ち
は
地
域
社
会
に
と
っ
て
は
「
厄
介
」
者
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

旅
人
取
締
り
に
関
す
る
法
令
を
み
る
と
、
天
和
期
に
お
い
て
も
人
売
買
や

拐
か
し
類
が
未
だ
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
、
彼
ら
を
含
め
他
領
者

は
年
季
労
働
者
で
も
召
し
抱
え
な
い
よ
う
命
じ
て
い
る
。
元
禄
期
以
降
は
、

従
来
の
法
令
内
容
と
矛
盾
す
る
行
き
倒
れ
人
取
扱
規
定
が
発
令
さ
れ
、
そ
の

両
立
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
村
法
の
形
式
と
し
て
は
、
山
裏
村

村
法
の
よ
う
に
組
頭
・
組
人
た
ち
が
弁
指
と
連
名
で
法
度
を
遵
守
す
る
請
書

を
庄
屋
宛
に
差
し
出
す
も
の
や
、
黒
木
村
村
法
の
よ
う
に
庄
屋
・
弁
指
・
組

合
頭
・
百
姓
惣
代
の
連
名
の
形
を
取
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

地
域
の
秩
序
を
乱
す
恐
れ
の
あ
る
地
域
内
の
「
徒
者
」
を
い
ち
早
く
追
放
・

排
除
す
る
と
と
も
に
、「
厄
介
」
者
に
他
な
ら
な
い
他
所
者
へ
の
警
戒
を
怠

ら
ず
、
そ
の
逗
留
を
拒
む
所
謂
「
ム
ラ
社
会
」
は
、
近
代
以
降
も
根
強
く
地

域
社
会
に
生
き
続
け
る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）�

藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会 

一
九
八
五
年
）。

（
2
）�

落
合
延
孝
「
村
秩
序
か
ら
の
逸
脱
と
統
制
―
上
野
国
碓
氷
郡
東
上

磯
部
村
の
博
奕
の
村
議
定
と
事
件
を
通
し
て
―
」（
群
馬
文
化
の

會
編
『
群
馬
文
化
』
二
二
一
号 

一
九
九
〇
年
）
一
六
頁
。

（
3
）�

落
合
延
孝
「
近
世
村
落
に
お
け
る
火
事
・
盗
み
の
検
断
権
と
神
判

の
機
能
」（『
歴
史
評
論
』
四
四
二
号 

一
九
八
七
年
）
八
二
頁
。

（
4
）�

井
上
攻
「
村
社
会
の
諸
事
件
と
規
範
―
下
総
国
相
馬
郡
豊
田
村
の

名
主
日
記
の
分
析
か
ら
―
」（『
龍
ケ
崎
市
史
近
世
調
査
報
告
書
Ⅱ
』

一
九
九
六
年
）
一
五
九
頁
。

（
5
）�

明
治
二
年
「
竈
数
石
高
人
別
調
帳
」（
内
藤
家
文
書
）。

（
6
）�

飯
島
端
治
「
内
藤
延
岡
藩
初
期
の
農
民
闘
争
と
領
主
の
動
向
」（
明

治
大
学
内
藤
家
文
書
研
究
会
編
『
譜
代
藩
の
研
究
』
八
木
書
店 

一
九
七
二
年
）。

（
7
）�

寛
延
四
年
閏
六
月
廿
九
日
「
萬
覚
書
」（
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵

内
藤
家
文
書
）。

（
8
）�
宝
暦
四
年
八
月
廿
一
日
「
萬
覚
書
」

（
9
）�
宝
暦
五
年
七
月
廿
九
日
「
萬
覚
書
」

（
10
）�

拙
稿
「
近
世
期
日
向
延
岡
藩
の
飛
地
支
配
と
地
域
社
会
―
宮
崎
郡
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二
〇

村
々
の
組
織
と
支
配
―
」
（『
宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第

16
巻
第
１
号 

二
〇
〇
九
年
三
月
）
一
一
～
一
二
頁
。

（
11
）�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
国
乗
遺
聞
」（『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近

世
１
』
宮
崎
県 

一
九
九
一
年
）
所
収
、
四
二
九
頁
。

（
12
）�
自
延
享
四
年
八
月
至
延
享
五
年
十
二
月
「
宮
崎
役
所
万
覚
」（
内

藤
家
文
書
『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
２
』
所
収
、
八
一
四
頁
）。

但
し
、
牧
野
氏
時
代
は
「
郷
足
軽
高
拾
人
」
と
あ
る
。

（
13
）�

宝
暦
九
年
九
月
廿
五
日
「
萬
覚
書
」

（
14
）�

明
和
七
年
六
月
十
四
日
「
萬
覚
書
」

（
15
）�

宝
暦
十
三
年
六
月
十
八
日
「
萬
覚
書
」

（
16
）�

十
社
大
明
神
・
高
知
尾
社
と
も
称
さ
れ
、
寛
永
年
間
に
延
岡
藩
主

有
馬
氏
か
ら
社
領
二
〇
石
の
寄
付
を
受
け
、
以
後
歴
代
藩
主
か
ら

厚
く
信
仰
さ
れ
た
。
六
月
の
祭
礼
に
は
藩
か
ら
代
参
の
使
者
が
派

遣
さ
れ
、
六
月
と
十
二
月
に
は
初
尾
銀
二
両
・
蝋
燭
六
挺
・
神
酒

一
斗
が
供
え
ら
れ
た
（『
宮
崎
県
の
地
名
』
平
凡
社
一
九
九
七
年
、

二
一
六
頁
）。

（
17
）�

宝
暦
九
年
十
一
月
晦
日
「
萬
覚
書
」

（
18
）�

宝
暦
十
年
二
月
六
日
「
萬
覚
書
」

（
19
）�

近
年
は
刑
事
内
済
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
め
ら
れ
、
多
く
の
成

果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
陶
山
宗
幸
「
江
戸
幕
府
の
刑
事
内
済
―

傷
害
罪
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―
」（『
法
制
史
研
究
』
四
一
号 

一
九
九
一
年
）、
大
平
祐
一
「
内
済
と
裁
判
」（
藤
田
覚
編
『
近

世
法
の
再
検
討
―
歴
史
学
と
法
史
学
の
対
話
』
山
川
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
）
な
ど
参
照
。

（
20
）�

明
和
八
年
十
一
月
六
日
「
萬
覚
書
」

（
21
）�

明
和
八
年
十
二
月
二
日
「
萬
覚
書
」

（
22
）�「
三
ケ
所
御
罪
当
者
留
」嘉
永
五
年
ヨ
リ
安
政
元
年
迄（
内
藤
家
文
書
）

（
23
）�

文
化
九
年
「
日
州
細
江
村
惣
兵
衛
甥
重
右
衛
門
勘
当
帳
外
伺
書
」

（
内
藤
家
文
書
）

（
24
）�

明
和
五
年
六
月
五
日
条
「
萬
覚
書
」

（
25
）�（
26
）
宝
暦
十
三
年
九
月
十
二
日
「
萬
覚
書
」

（
27
）�

明
和
元
年
六
月
六
日
「
萬
覚
書
」

（
28
）�

宝
暦
十
三
年
十
一
月
廿
六
日
「
萬
覚
書
」

（
29
）�

宝
暦
七
年
三
月
五
日
「
萬
覚
書
」

（
30
）�

宝
暦
十
三
年
五
月
廿
四
日
「
萬
覚
書
」

（
31
）�（
32
）（
33
）
宝
暦
十
二
年
四
月
十
五
日
「
萬
覚
書
」

（
34
）�（
35
）
検
使
心
得
書
（
内
藤
家
文
書
）

（
36
）�

宝
暦
十
二
年
十
月
廿
日
「
萬
覚
書
」

（
37
）�

文
政
五
年
七
月
「
検
使
御
免
例
書
」（
内
藤
家
文
書
）

（
38
）�

延
宝
三
年
九
月
十
六
日
「
於
在
々
所
々
諸
法
度
之
覚
」（
延
岡
市

出
北
文
書
『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
１
』
所
収
）

（
39
）�

天
和
三
年
十
月
朔
日
「
有
馬
侯
御
代
御
法
度
書
之
写
」（
高
千
穂

町
岩
戸
文
書
『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
１
』
所
収
）

（
40
）�

松
本
純
子
「
近
世
に
お
け
る
行
き
倒
れ
の
一
分
析
」（『
日
本
歴
史
』

六
五
一
号 

二
〇
〇
二
年
）
六
一
頁
。

（
41
）�
元
文
元
年
「
家
代
村
五
人
組
手
形
前
書
」（
諸
塚
村
黒
葛
原
公
民

館
所
蔵
文
書
『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
３
』
所
収
）。

（
42
）�

文
化
二
年
三
月
「
山
裏
村
惣
百
姓
中
請
書
印
形
帳
」（
高
千
穂
町
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二
一

岩
戸
文
書
『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
３
』
所
収
）

（
43
）�

嘉
永
元
年
十
月
「
黒
木
村
村
法
書
上
帳
扣
」（
北
郷
村
黒
木
家
文

書
『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
３
』
所
収
）。

（
44
）�

明
治
四
十
一
年
旧
正
月
五
日
「
字
総
集
会
決
議
綴
」（
宮
崎
市
細

江
公
民
館
文
書
）

（
45
）�

延
岡
藩
領
の
事
件
処
理
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る

事
件
処
理
と
地
域
秩
序
―
日
向
国
延
岡
藩
飛
地
宮
崎
郡
を
中
心

に
―
」（『
宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
18
巻
第
１
号 

二
〇
一
一
年
）、
同
「
近
世
延
岡
藩
の
刑
事
内
済
と
地
域
秩
序
」

（『
同
』
第
19
巻
第
1
号 
二
〇
一
二
年
）
等
を
参
照
。

（
46
）�

前
掲
（
2
）
落
合
論
文
で
は
、
村
役
人
で
は
統
制
で
き
な
い
者
は

処
分
を
領
主
の
刑
罰
に
委
ね
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
村
秩
序
が

動
揺
し
て
い
く
状
況
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
い
る
（
一
八
頁
）。
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